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日
本
に
帰
国
す
る
途
中
、ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
で
立
ち
寄
っ
た
ド
イ
ツ
。朝
霧
に

包
ま
れ
る
中
、近
郊
の
農
家
が
自
ら
農
産
物
を
教
会
脇
に
あ
る
広
場
に
持
っ

て
き
て
、朝
市
の
支
度
を
し
て
い
た
。朝
採
れ
た
ば
か
り
の
野
菜
、肉
、チ
ー
ズ
、

パ
ン
、ハ
チ
ミ
ツ
、ワ
イ
ン
、卵
、ジ
ャ
ム
、パ
ス
タ
、花か

卉き

に
至
る
ま
で
、多
分

野
の
生
産
農
家
が
集
ま
っ
て
い
る
。市
民
は
買
い
物
籠
を
片
手
に
露
店
を
回

り
、生
活
の
用
を
足
し
て
い
く
。小
腹
が
す
い
た
ら
、農
家
が
販
売
ト
レ
ー

ラ
ー
で
提
供
す
る
ハ
ム
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
。ド
イ
ツ
の
朝
市
は
、単
な
る
地

域
産
物
の
露
天
市
で
は
な
く
、市
民
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

朝
市
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
地
元
産
の
チ
ー
ズ
は
、大
型
ス
ー
パ
ー
で
販
売

さ
れ
る
輸
入
チ
ー
ズ
に
比
べ
て
割
高
で
あ
る
。チ
ー
ズ
を
売
る
農
家
の
青
年

が
言
う
。「
わ
れ
わ
れ
は
外
国
産
の
安
価
な
チ
ー
ズ
と
競
争
し
て
い
る
の
で
は

な
い
、共
存
し
て
い
る
の
だ
。安
い
チ
ー
ズ
を
買
う
お
客
は
買
っ
た
ら
い
い
。一

〇
人
に
一
人
で
も
私
た
ち
の
チ
ー
ズ
に
価
値
を
認
め
て
く
れ
た
ら
、私
た
ち

も
十
分
に
や
っ
て
い
け
る
」と
。「
ド
イ
ツ
と
て
、国
際
化
の
中
で
地
元
の
農
家

が
生
き
残
っ
て
い
く
の
は
大
変
だ
。だ
か
ら
こ
そ
、農
家
が
市
場
に
出
て
、自

ら
の
生
産
物
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
」と
も
。消
費
者
に
農
産
物

の
素
性
を
語
り
、消
費
者
が
生
産
物
へ
の
安
心
感
と
価
値
観
を
得
た
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
市
場
に
並
ぼ
う
が
、確
実
に
素
性
の
分
か
っ
た
農
産

物
を
消
費
者
は
買
お
う
と
す
る
。そ
ん
な
生
産
者
と
消
費
者
と
の
関
係
性
が

構
築
さ
れ
れ
ば
、国
際
化
が
進
ん
で
も
地
元
の
農
産
物
は
支
持
さ
れ
、地
元

の
農
家
は
地
元
の
消
費
者
に
支
え
ら
れ
て
生
き
残
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

農
家
の
青
年
が「
野
草
を
十
分
に
食
べ
た
放
牧
牛
か
ら
搾
っ
た
生
乳
を
利

用
し
て
い
る
の
で
、チ
ー
ズ
か
ら
ハ
ー
ブ
の
香
り
が
す
る
」と
、主
婦
に
語
り

掛
け
て
い
る
。主
婦
は
、チ
ー
ズ
を
持
ち
帰
っ
て
家
族
に
伝
え
、そ
れ
が
つ
く

ら
れ
た
物
語
を
家
族
と
共
有
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。チ
ー
ズ
が
人
と
人
と
を
結

び
、チ
ー
ズ
を
囲
ん
で
豊
か
さ
が
創
ら
れ
て
い
く
。こ
こ
に
、生
産
者
へ
の
信

頼
感
、自
分
の
食
べ
る
物
へ
の
絶
大
な
安
心
感
、生
産
者
と
消
費
者
の
連
帯

感
が
生
ま
れ
る
。こ
れ
ら
の
根
源
に
は
、生
産
者
が
市
場
に
出
て
、消
費
者
に

自
ら
の
生
産
物
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
る
。い
か
に
チ
ー
ズ
な
ど
の
農
産
物
に

情
報
を
乗
せ
る
か
。ド
イ
ツ
の
朝
市
は
、私
た
ち
に
国
際
化
の
中
で
生
き
抜

く
秘ひ

訣け
つ

を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

帯広畜産大学 准教授

ひらた まさひろ
1967年福井県生まれ。91年東北大学農学部卒業。98年
京都大学大学院農学研究科博士課程修了。国際乾燥地
農業研究センター（在シリア）研究員、日本学術振興会特別
研究員を経て、2004年より現職。ユーラシア大陸の牧畜と乳
文化を一貫して追究する。主な著書に『ユーラシア乳文化論』

（2013年、岩波書店）、『人とミルクの1万年』（2014年、岩波
書店）、『デーリィマンのご馳走』（2017年、デーリィマン社）など。

平田 昌弘
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栄
え
あ
る
総
合
優
勝

　
「
出
品
団
体
賞
は
、鹿
児
島
県
！
」

　

そ
の
瞬
間
、鹿
児
島
県
の
応
援
団
席
か
ら
は
、割
れ
ん

ば
か
り
の
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た（
写
真
上
）。

　

全
国
和
牛
登
録
協
会
が
主
催
す
る「
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
」（
通
称
、全
共
）は
、五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
和

牛
の
品
評
会
で
、全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
一
堂
に
集
め
て

そ
の
優
秀
性
を
競
い
、和
牛
日
本
一
を
決
め
る
全
国
大
会

で
あ
る
。昨
年
九
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
第
一
一
回

大
会
で
、鹿
児
島
県
が
栄
え
あ
る
総
合
優
勝
で
あ
る
出
品

団
体
賞
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

第
一
一
回
大
会
に
は
、全
国
か
ら
過
去
最
多
の
五
一
三

頭
が
出
品
さ
れ
、本
県
か
ら
は
、県
内
各
地
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
二
九
頭
を
出
品
、九
部
門
中
、四
部
門
で
一
位

を
受
賞
す
る
な
ど
、出
品
し
た
全
て
の
牛
が
上
位
六
席
に

入
賞
し
た（
写
真
下
）。

　

今
回
の
大
会
で
日
本
一
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、海
外
向

け
に
大
き
く
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、二
〇
二
〇
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
お
い

て
、「
日
本
一
の
和
牛
」と
し
て
紹
介
で
き
る
。和
牛
の
飼

養
頭
数
日
本
一
を
誇
り
、海
外
へ
の
牛
肉
の
輸
出
量
も
全

国
有
数
で
あ
る
本
県
に
と
っ
て
は
、何
と
し
て
も
獲
得
し

た
い
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

出
品
団
体
賞
は
、第
九
回
大
会（
二
〇
〇
七
年
）、第
一

〇
回
大
会（
二
〇
一
二
年
）と
も
に
宮
崎
県
が
獲
得
し
て

お
り
、鹿
児
島
県
は
二
位
で
あ
っ
た
。

　
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
万
全
の
対
策

　

そ
こ
で
本
県
の
第
一
一
回
大
会
の
主
な
出
品
対
策
と

し
て
は
、牛
の
姿
・
形
を
審
査
す
る「
種
牛
の
部
」に
つ
い

て
は
、特
に
優
良
な
繁
殖
用
の
雌
子
牛
を
県
内
に
保
留

す
る
た
め
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、農
家
の
方
々
に
対

し
て
は
Ｊ
Ａ
な
ど
の
指
導
員
を
通
じ
て
、き
め
細
か
な
飼

養
管
理
指
導
や
、牛
の
調
教
方
法
な
ど
の
習
熟
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、肥
育
牛
の
肉
質
を
審
査
す
る「
肉
牛
の
部
」に

つ
い
て
は
、受
精
卵
移
植
技
術
な
ど
を
活
用
し
て
生
産

さ
れ
た
候
補
牛
を
、県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
農
家
で
肥
育

し
、超
音
波
肉
質
診
断
な
ど
を
踏
ま
え
た
管
理
指
導
の

徹
底
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
、今
回
の
宮
城
会
場
ま
で
は
一
〇
〇
〇
㌔
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
遠
距
離
で
あ
っ
た
。出
品
牛
の
輸
送
ス
ト

レ
ス
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、事
前
に
搬
送
試
験
を
行

い
課
題
を
確
認
し
た
上
で
、搬
送
前
に
栄
養
補
助
飼
料

な
ど
を
与
え
た
り
、運
搬
車
に
ミ
ス
ト
付
送
風
機
を
設

置
し
て
暑
さ
対
策
を
施
す
と
と
も
に
、県
職
員
の
獣
医

師
が
ト
ラ
ッ
ク
に
同
乗
し
、搬
送
中
の
出
品
牛
の
健
康
管

理
に
も
気
を
配
る
な
ど
、万
全
の
対
策
を
講
じ
た
。

　
特
集
　
1
を
1
0
0
に
変
え
た
連
携
力
　

和
牛
日
本
一
を
手
に「
チ
ー
ム
鹿
児
島
」の
悲
願

畜
産
王
国
と
呼
ば
れ
て
き
た
鹿
児
島
県
産
の
和
牛
が
、和
牛
品
評
会
の「
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
」で
総
合
優
勝
を
獲
得
し
話
題
を
呼
ぶ
。五
年
に一度
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

昨
年
九
月
、全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
一堂
に
集
め
優
秀
性
を
競
い
、文
字
通
り
和
牛
日
本

一を
競
っ
た
。長
い
苦
節
の
後
、手
に
し
た
日
本
一の
背
景
を
、担
当
者
の一人
が
明
か
す
。

鹿児島県農政部畜産課長

佐々木 幸良 Yukiyoshi Sasaki

ささき ゆきよし
1960年鹿児島県生まれ。鹿児島大学大学院修了。86年鹿児
島県入庁。畜産課家畜防疫対策監を経て、2015年より現職。
鹿児島県畜産のさらなる発展のため生産基盤の維持・拡大、
国内外への販路拡大などに積極的に取り組んでいる。

緊
急
報
告
！
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る
。

　

こ
の
和
牛
の
大
産
地
と
い
う
優
位
性
と
先
端
技
術
を

活
か
し
、産
肉
能
力
に
優
れ
た
種
雄
牛
造
成
と
優
良
雌
牛

の
増
殖
や
銘
柄
統
一
に
よ
る
認
知
度
向
上
な
ど
生
産
者
、

県
、民
間
企
業
な
ど
の
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て「
鹿
児

島
黒
牛
」づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
鹿
児
島
黒
牛
」は
全
国
有
数
の
肉
用
牛
産
地
で
あ
る

九
州
で
開
催
さ
れ
る「
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励

会
」に
お
い
て
、一
二
～
一
六
年
ま
で
の
直
近
五
年
間
で
団

体
の
部
の
優
勝
を
三
回
、個
人
の
部
の
金
賞（
農
林
水
産

大
臣
賞
）を
四
回
受
賞
す
る
な
ど
、全
国
的
な
認
知
度
を

有
し
て
い
る
。

　

こ
の
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
に
は
、本
県
の
畜
産
農
家
は

　

前
回
大
会
か
ら
五
年
間
、こ
の
よ
う
に
総
合
優
勝
を
獲

得
す
る
た
め
、生
産
者
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
が
一

致
団
結
し
て
尽
力
し
て
き
た
。今
回
の
出
品
団
体
賞
は
、

「
チ
ー
ム
鹿
児
島
」の
勝
利
と
言
え
る
。

　
官
民
一
体
で
遺
伝
的
改
良

　

黒
毛
和
種
で
あ
る「
鹿
児
島
黒
牛
」は
、安
全
な
飼
料
を

使
っ
て
一
頭
一
頭
丹
精
込
め
て
丁
寧
に
育
て
ら
れ
、き
め

細
や
か
な
柔
ら
か
い
肉
質
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
霜
降
り

が
特
徴
で
あ
る
。

　

鹿
児
島
県
は
、黒
毛
和
種
の
生
産
量
で
全
国
一
を
誇
っ

て
お
り
、二
〇
一
五
年
現
在
で
、肉
用
繁
殖
雌
牛
は
一
一
万

三
〇
〇
〇
頭
、肉
用
肥
育
牛
は
一
二
万
九
六
〇
〇
頭
で
あ

も
と
よ
り
、肉
用
牛
の
改
良
お
よ
び
飼
養
管
理
技
術
の
双

方
の
レ
ベ
ル
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
関
係
者
の
並
々

な
ら
ぬ「
鹿
児
島
黒
牛
」に
対
す
る
情
熱
が
あ
っ
た
。こ
こ

に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
、肉
用
牛
改
良
の
面
で
あ
る
が
、一
九
六
〇
年

代
ま
で
は
、肉
質
が
あ
ま
り
良
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、種
雄
牛
の
少
数
精
鋭
化
の
た
め
、県

有
化
・
集
中
管
理
化
を
推
進
し
、六
二
年
に
は
肝
属
地
区
、

七
一
年
に
は
曽
於
地
区
、七
二
年
に
は
姶
良
地
区
の
三
地

区
に
お
い
て
、県
有
種
雄
牛
の
集
中
管
理
を
開
始
し
た
。

ま
た
、県
有
種
雄
牛
の
一
元
管
理
を
実
施
す
る
た
め
、九

四
年
に「
県
肉
用
牛
改
良
研
究
所
」を
設
立
し
、「
鹿
児
島

黒
牛
」の
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、遺
伝

子
解
析
や
受
精
卵
移
植
な
ど
の
先
端
技
術
を
駆
使
し
、産

肉
能
力
に
優
れ
た
種
雄
牛
造
成
と
優
良
雌
牛
の
増
殖
、凍

結
精
液
の
分
譲
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、本
県
に
お
い
て
は
、民
間
の
種
雄
牛
管
理
者
も

存
在
し
て
お
り
、八
五
年
に
は
県
種
雄
牛
協
会
が
設
立
さ

れ
、県
と
一
体
と
な
っ
て
、本
県
肉
用
牛
の
改
良
方
針
の

検
討
や「
鹿
児
島
黒
牛
」の
銘
柄
確
立
を
図
っ
て
お
り
、県

種
雄
牛
協
会
の
一
五
会
員
が
凍
結
精
液
の
分
譲
を
行
っ

て
い
る
。

　

な
お
、二
〇
一
六
年
に
お
い
て
、県
内
の
繁
殖
雌
牛
に

交
配
さ
れ
る
種
雄
牛
の
割
合
は
、県
有
種
雄
牛
と
県
内
民

間
種
雄
牛
で
約
九
九
％
を
占
め
て
い
る
。

　
統
一
飼
養
管
理
が
定
着

　

次
に
、飼
養
管
理
技
術
の
面
だ
が
、ウ
ル
グ
ア
イ・ラ
ウ

ン
ド
農
業
合
意
に
よ
る
牛
肉
の
自
由
化
や
関
税
引
き
下

げ
、景
気
の
低
迷
な
ど
、肉
用
牛
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
中
、本
県
に
お
い
て
は
、一
九
九
五

全共で「鹿児島黒牛」の健闘に歓喜する鹿児島県応援団

若雌の部で１位に輝いた「金華勝」号
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緊急報告！　和牛日本一を手に「チーム鹿児島」の悲願

年
に
、肉
用
牛
に
関
係
す
る
県
や
鹿
児
島
県
経
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会（
以
下
、県
経
済
連
）、全
国
和
牛
登
録
協

会
鹿
児
島
県
支
部（
以
下
、和
牛
登
録
協
会
県
支
部
）、鹿

児
島
県
畜
産
協
会（
以
下
、県
畜
産
協
会
）な
ど
の
全
て
の

機
関
や
団
体
で
構
成
す
る「
鹿
児
島
県
肉
用
牛
振
興
協
議

会
」（
以
下
、肉
振
協
）を
設
立
し
、統
一
的
な
指
導
方
針
の

下
に
、総
合
的
な
指
導
・
対
策
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備

し
た
。

　

肉
振
協
に
お
い
て
は
、九
七
年
に
県
内
の
繁
殖
農
家
を

対
象
と
し
て「
黒
毛
和
種
子
牛
育
成
の
手
引
き
」な
ど
を

作
成
、こ
れ
に
よ
り
、肥
育
農
家
が
求
め
る
子
牛
づ
く
り

を
推
進
し
た
。

　

翌
九
八
年
に
は
、県
内
の
肥
育
農
家
を
対
象
に
、基
本

的
な
飼
養
管
理
や
発
育
生
理
、ビ
タ
ミ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

疾
病
、飼
料
成
分
な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た「
効
率

的
な
牛
肉
生
産
を
目
指
し
て（
黒
毛
和
種
肥
育
）」を
作
成

し
、普
及・定
着
を
図
り
な
が
ら
、「
鹿
児
島
黒
牛
」の
肉
質

向
上
に
つ
な
げ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、二
〇
〇
四
年
に
は
、県
畜
産
試
験
場
に
お
け

る
試
験
研
究
成
果
や
栄
養
管
理
の
進
展
な
ど
を
踏
ま
え
、

繁
殖
農
家
向
け
の「
黒
毛
和
種
子
牛
育
成
の
手
引
き
」を

改
訂
し
、新
た
な「
子
牛
育
成
飼
料
給
与
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を

作
成
す
る
な
ど
、普
及
・
定
着
を
図
っ
た
。こ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
育
成
さ
れ
た
子
牛
を
肥
育
素
牛
と
し
て
出
荷

さ
れ
た
枝
肉
成
績
は
、枝
肉
重
量
や
脂
肪
交
雑
が
上
が
る

な
ど
成
績
が
向
上
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、肉
振
協
で
は
、肉
用
牛
農
家
を
指
導
す
る
技

術
員
を
対
象
に
、毎
年「
若
手
技
術
員
研
修
会
」や「
中
堅

技
術
員
研
修
会
」な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、肥
育
農

家
や
技
術
員
な
ど
の
関
係
者
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を

開
催
し
、生
産
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
伝
的
改
良
お
よ
び
飼
養
管
理
技
術
の

向
上
に
よ
り
、県
産
和
牛
の
枝
肉
重
量
お
よ
び
上
物
率

（
五
段
階
格
付
け
の
う
ち
四
等
級
お
よ
び
五
等
級
の
割

合
）は
、表
の
通
り
こ
こ
一
〇
年
間
で
大
幅
に
改
善
し
て

い
る
。

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
差
別
化
に
腐
心

　

次
に「
鹿
児
島
黒
牛
」と
い
う
名
称
だ
が
、県
産
和
牛
肉

の
銘
柄
統
一
は
、約
三
〇
年
前
で
あ
っ
た
。

　
一
九
六
三
年
わ
が
国
で
初
め
て
の「
産
地
食
肉
処
理
工

場
」で
あ
る
南
九
州
畜
産
興
業
株
式
会
社（
現
、株
式
会
社

ナ
ン
チ
ク
）の
設
立
な
ど
に
よ
り
、本
県
の
肉
用
牛
肥
育

も
発
展
し
て
き
た
。ナ
ン
チ
ク
は
、当
時
、大
消
費
地
に

あ
っ
た
食
肉
処
理
施
設
ま
で
の
生
体
輸
送
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト（
輸
送
中
の
目
減
り
、事
故
死
な
ど
）を
解
消
す
る

た
め
、豚
な
ど
の
生
体
を
枝
肉
や
カ
ッ
ト
肉
に
し
て
消
費

地
に
運
ぶ
わ
が
国
で
初
め
て
の「
産
地
食
肉
処
理
工
場
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。こ
れ
を
機
に
、肉
用
子
牛
生
産
だ

け
で
な
く
、産
地
処
理
工
場
と
一
体
と
な
っ
た
肥
育
地
帯

と
し
て
も
発
展
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、肉
用
牛
の
大
半
を
占
め
る
黒
毛
和
種
の
銘
柄

が
未
統
一
で
あ
っ
た
た
め
、他
県
産
銘
柄
に
比
べ
て
評
価

が
低
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、県
経
済
連
お
よ
び
ナ
ン
チ
ク

は
、八
六
年
、鹿
児
島
産
和
牛
肉
の
銘
柄
の
統
一
と
販
売

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
鹿
児
島
黒
牛
黒
豚
銘
柄

販
売
促
進
協
議
会
」（
事
務
局
：
県
経
済
連
）を
設
立
し
た
。

そ
し
て
、そ
れ
ま
で「
鹿
児
島
牛
肉
」な
ど
と
称
さ
れ
て
い

た
県
産
和
牛
肉
に
つ
い
て
、統
一
銘
柄
と
し
て「
鹿
児
島

黒
牛
」と
命
名
し
、そ
の
使
用
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、九
七
年
に「
鹿
児
島
黒
牛
マ
ー
ク
」を
商
標
登

録
し
、二
〇
〇
七
年
に
は「
鹿
児
島
黒
牛
」名
で
地
域
団
体

商
標
登
録
を
取
得
し
た
。

　

ま
た
、本
県
で
は
、一
定
基
準
以
上
の
品
質
と
量
を
確

保
し
、計
画
的
な
出
荷
が
行
わ
れ
、市
場
や
消
費
者
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
産
品
を「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
指
定
し
て
お
り
、「
鹿
児
島
黒
牛
」に
つ
い
て
は
、一

九
九
二
年
に
指
定
さ
れ
た
。

　

県
は
県
経
済
連
な
ど
と
連
携
し
て
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、さ
ら
に
、昨
年
一
二
月
一
五
日
に

は
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
と
し
て
の
差
別
化
に
有
効
な
、

地
理
的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ
Ｉ
）に「
鹿
児
島
黒
牛
」が
登

録
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、県
や
県
経
済
連
、和
牛
登
録
協
会
県
支

部
、県
畜
産
協
会
な
ど
、「
鹿
児
島
黒
牛
」の
生
産
に
携
わ

る
関
係
機
関・団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、統
一
的
な
指
導
方

針
の
下
に
、生
産
技
術
の
向
上
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

推
進
し
て
き
た
結
果
、現
在
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞

し
、「
鹿
児
島
黒
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
全
国
的
な
評
価

を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

表　鹿児島県産和牛の枝肉重量および上 
　　物率の推移

※枝肉重量、上物率ともに去勢、雌の平均

区 分 2006年度 2016年度

枝肉重量（kg） 428 467

上物率（A4、5率） 39.5％ 68.0％
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特集　1を100に変えた連携力

　

出
品
団
体
賞
を
受
賞
し
、「
和
牛
日
本
一
」を
獲
得
し
た

こ
と
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
か
を
記
載
す
る
。

　

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
後
は
、全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ

や
全
国
紙
で
の
広
告
の
他
、鹿
児
島
に
来
訪
さ
れ
る
国
内

外
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
鹿
児
島
空
港
や
Ｊ
Ｒ
鹿

児
島
中
央
駅
、東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
の
浜
松
町
駅
で
の
看
板

の
設
置
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
積
極
Ｐ
Ｒ

を
展
開
し
て
い
る
。

　

昨
年
一
二
月
に
は
、Ｊ
Ａ
県
経
済
連
会
長
や
地
元
選
出

国
会
議
員
と
共
に
首
相
官
邸
を
訪
問
し
た
。安
倍
内
閣
総

理
大
臣
に「
鹿
児
島
黒
牛
」が「
和
牛
日
本
一
」に
な
っ
た

こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、「
最
優
秀
枝
肉
賞
」を
受
賞

し
た
牛
肉
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、首
相
か
ら
は

「
日
本
一
だ
と
い
う
こ
と
は
世
界
一
だ
」と
の
評
価
を
い
た

だ
い
た（
写
真
上
）。

　
日
本
産
海
外
開
拓
の
弾
み
へ

　

輸
出
に
つ
い
て
は
、以
前
よ
り「
鹿
児
島
黒
牛
」の
海
外

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
。県
内
の
食
肉
輸
出
事
業

者
な
ど
か
ら
な
る
県
食
肉
輸
出
促
進
協
議
会
を
設
立
し
、

輸
出
向
け
の
名
称
を「
鹿
児
島
和
牛
」に
統
一
の
上
、海
外

に
お
け
る
食
品
展
示
会
・
商
談
会
へ
の
参
加
や
、販
売
指

定
店
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、受
賞
後
の
昨
年
九
月
に
は
、台
湾
へ
の
牛
肉

輸
出
施
設
が
認
定
さ
れ
、輸
出
が
可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、本
県
で
は
、既
に
四
事
業
者
が
輸
出
を
開
始
し

て
い
る（
写
真
下
）。

　

ま
た
、日
本
一
を
獲
得
し
た
直
後
に
は
、知
事
名
で
、各

国
の
駐
日
大
使
や
在
外
日
本
大
使
へ
手
紙
を
送
り
、「
和

牛
日
本
一
」を
獲
得
し
た
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
と
同

時
に
、各
国
に
対
し
て
輸
入
拡
大
を
要
請
し
た
。そ
う
し

た
と
こ
ろ
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
早
速
、イ
タ
リ
ア
、ド
イ

ツ
の
日
本
大
使
館
に
お
け
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
鹿
児
島

和
牛
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
好
評
を
博
し
た
。

　

本
県
の
独
自
調
査
で
は
、一
六
年
の
県
産
牛
肉
の
輸
出

は
六
二
億
円
で
前
年
度
比
約
四
割
増
加
し
て
い
る
。国
全

体
で
も
牛
肉
輸
出
は
増
加
傾
向
だ
が
、黒
毛
和
種
生
産
量

日
本
一
の
鹿
児
島
県
が
質
を
さ
ら
に
高
め
輸
出
の
面
で

も
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
は
、当
県
の
み
な
ら
ず
日
本
産

牛
肉
の
海
外
市
場
開
拓
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
矜
持
を

も
っ
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
、産
地
間
競
争
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
中
、県
と

し
て
は
、「
和
牛
日
本
一
」の
優
位
性
を
最
大
限
に
活
か
す

と
と
も
に
、地
理
的
表
示
保
護
制
度
に
よ
る
、よ
り
一
層

の
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、国
内
外
に
お
け
る
さ
ら
な
る

販
路
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
に
は
、第
一
二
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

が
鹿
児
島
県「
霧
島
市
牧
園
地
区
」（
メ
イ
ン
会
場
）で
開

催
さ
れ
る
。県
と
し
て
は
、鹿
児
島
大
会
の
開
催
に
向
け
、

計
画
的
に
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
・
団
体

と
一
体
と
な
っ
て「
鹿
児
島
黒
牛
」の
さ
ら
な
る
改
良
と
出

品
対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
、必
ず
や
連
覇
を
果
た
し
た

い
。

　

そ
し
て
、国
内
外
に
お
け
る
日
本
一
の「
鹿
児
島
黒
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
固
た
る
も
の
に
し
、畜
産
農
家
の
所
得

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

首相官邸への「和牛日本一」の報告

台湾への輸出出発式
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海
外
で
競
合
す
る
日
本
産
農
産
物

　

日
本
産
農
産
物
の
海
外
市
場
拡
大
を
考
え
た
場
合
、日

本
国
内
で
の
地
域
的
な
特
色
で
強
み
を
持
つ
地
域
農
産

物
ブ
ラ
ン
ド
は
、も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、海
外
の
消
費
者
が
購
入
時
に
第
一
に
考
え
る

の
は
日
本
産
、つ
ま
り
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。優
秀
な
日
本
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
も
、

海
外
市
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、海
外
で
の
日
本
産
農
産
物
市
場

を
大
き
く
広
げ
、一
段
の
輸
出
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
、ま
ず
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
で
品
目

の
市
場
規
模
を
拡
大
し
、そ
れ
か
ら
地
域
の
生
産
品
の
市

場
規
模
も
拡
大
す
る
、と
い
う
戦
略
構
図
を
こ
の
際
、考

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
申
し
上
げ
た
く
思
い
ま
す
。

　

財
務
省
の「
貿
易
統
計
」に
基
づ
い
て
農
林
水
産
省
が

作
成
し
た
資
料
に
よ
る
と
、二
〇
一
三
年
以
降
、農
林
水

産
物
輸
出
額
が
伸
び
て
き
ま
し
た
。

　
一
六
年
は
ホ
タ
テ
の
不
漁
な
ど
に
よ
り
七
五
〇
二
億

円
と
前
年
比
〇
・
七
％
の
増
加
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、

一
七
年
は
速
報
値
で
八
〇
七
三
億
円
で
前
年
同
期
比
七
・

六
％
増
の
輸
出
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

政
府
は
一
九
年
ま
で
に
一
兆
円
の
目
標
を
掲
げ
て
輸

出
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
達
成
の
た
め
に
は
、

さ
ら
な
る
施
策
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　

輸
出
が
増
え
て
き
た
の
は
、日
本
の
農
産
物
が
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
食
味
や
見
た
目
な
ど
の
品
質
の
良
さ
、長

さ
や
太
さ
と
い
っ
た
規
格
の
正
確
さ
、信
頼
で
き
る
安
全

性
な
ど
が
各
国
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
、日
本
食
ブ
ー
ム
の

到
来
、円
安
な
ど
の
複
合
的
な
要
因
が
背
景
と
し
て
あ
り

ま
す
。

　

生
産
者
、団
体
、地
域
商
社
な
ど
の
流
通
業
者
や
行
政

も
含
め
た
関
係
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
海
外
市
場
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
開
拓
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
ん
で
い
る

の
で
す
。実
際
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
多
く
の
海
外
の
消
費

者
も
日
本
産
農
産
物
の
品
質
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、果
物
類
は
他
国
が
追
随
で
き
な
い
く
ら
い
糖
度

や
香
り
、食
味
が
優
れ
て
お
り
、海
外
で
多
く
の
市
場
、売

り
場
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
題
で
す
。私
は
、北
海
道
の
農
産
物
を
海
外

に
輸
出
す
る「
株
式
会
社
ホ
ク
レ
ン
通
商
」に
勤
め
て
い

た
頃
か
ら
十
数
年
海
外
市
場
を
見
て
き
ま
し
た
が
、違
和

感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
○
○
県
の
ナ
シ
」

な
ど
日
本
の
果
物
が
現
地
百
貨
店
の
棚
に
並
ん
で
い
て

も
、日
本
産
で
あ
る
と
い
う
表
示
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、こ
ん
な
例
も
あ
り
ま
し
た
。海
外
の
百
貨
店
で

日
本
の
ナ
シ
が
産
地
ご
と
に
週
替
わ
り
で
プ
ロ
モ
ー

　
特
集
　
1
を
1
0
0
に
変
え
た
連
携
力
　

海
外
市
場
の
要
求
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
農
産
物

日
本
食
人
気
を
背
景
に
、牛
肉
や
加
工
食
品
な
ど
食
品
輸
出
は
好
調
だ
が
、目
標
と
し

て
い
る
一
兆
円
に
は
課
題
解
決
が
不
可
欠
だ
。一つ
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
日
本
ブ
ラ
ン
ド
化

で
あ
る
。地
域
の
利
益
を
優
先
す
る
従
来
型
で
な
く
、広
域
な
視
点
を
持
っ
た
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
訴
え
る
。

ＡＧＬＩＥＮ（アグリアン） 代表

坂井 紳一郎 Shinichiro Sakai

さかい しんいちろう
1953年北海道生まれ。貿易コンサルタント。ホクレン、株式
会社ホクレン通商、JA全農を経て、2011年福岡農産物通商
株式会社代表取締役、14年同社退任後、現職。JETRO農林
水産部専門家、社団法人北海道総合研究調査会特別研究員。
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特集　1を100に変えた連携力

オ
ー
ル
コ
リ
ア
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
場
面
に

多
く
出
合
い
ま
し
た（
写
真
）。

　
海
外
バ
イ
ヤ
ー
は
ど
う
見
て
い
る
か

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、最
近
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
で

す
が
、海
外
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。問
題
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

買
い
手
で
あ
る
海
外
市
場
の
バ
イ
ヤ
ー
は
、同
じ
日
本

産
の
商
品
が
地
域
ご
と
に
売
り
込
ま
れ
る
た
め
、さ
ま
ざ

ま
な
条
件
を
比
較
し
大
変
有
利
に
購
買
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
国
の
消
費
者
に
と
っ
て
品
質
の
差
異
を
認
識
で

き
な
い
程
度
で
あ
れ
ば
、安
い
ほ
う
が
良
い
わ
け
で
す
か

ら
、当
然
な
が
ら
商
談
の
流
れ
も
納
品
価
格
の
交
渉
が
メ

イ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

同
じ
日
本
産
品
目
で
海
外
の
売
り
場
を
奪
い
合
う
と

い
っ
た
事
例
は
実
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。「
ナ
シ
」「
イ
チ

ゴ
」「
リ
ン
ゴ
」「
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
の
品
目
は
日
本
の
生

産
地
域
ご
と
で
一
つ
の
売
り
場
を
奪
い
合
い
、自
ら
販
売

価
格
を
下
げ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
本
来
、日
本
産
農
産
物
の
輸
出
拡
大
の
た

め
に
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
外
国
で
、日
本
の
産

地
、地
域
間
で
の
顧
客
獲
得
が
最
大
の
競
争
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
側
か
ら
見
る
と
、苦
労
し
て
獲
得
し
た
売
り
場

も
、そ
の
地
域
の
供
給
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、当
然
、別

の
日
本
の
地
域
や
他
国
の
製
品
が
並
ぶ
の
で
、翌
年
、ま

た
一
か
ら
商
談
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

産
地
間
の
価
格
競
争
に
よ
る
輸
出
販
売
単
価
の
低
下
、

毎
年
商
談
を
行
う
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
の
発
生
は
、生
産

者
や
輸
出
事
業
者
の
収
益
の
圧
迫
に
つ
な
が
り
ま
す
。現

実
的
な
輸
出
事
業
に
お
い
て
は
、多
く
の
輸
出
者
が
輸
出

金
額
の
拡
大
と
採
算
性
の
問
題
を
抱
え
、多
く
の
地
域
や

企
業
で
商
業
的
成
功
と
継
続
的
な
事
業
拡
大
に
つ
い
て

苦
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、ど
の
地
域
に
と
っ
て
も
採
算

性
の
あ
る
商
業
的
輸
出
は
成
立
し
ま
せ
ん
。海
外
市
場
を

見
ず
に「
自
分
た
ち
の
地
域
が
供
給
で
き
る
時
期
に
、単

一
品
目
の
み
を
買
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
生
産
者
側
か
ら

の
視
点
だ
け
で
は
有
利
な
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
し
、買
い

手
を
優
位
に
す
る
だ
け
で
す
。

　

な
ぜ
、海
外
市
場
開
拓
を
進
め
る
中
で
こ
の
よ
う
な
日

本
独
特
の
状
況
が
形
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、こ
れ
ま
で
日
本
の
農
産
物
の

海
外
市
場
開
拓
の
多
く
は
都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
の

地
域
単
位
の
予
算
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。同
一

品
目
で
も
隣
の
都
道
府
県
と
共
同
で
輸
出
推
進
す
る
こ

と
は
、地
域
の
感
情
や
予
算
上
の
制
約
な
ど
に
よ
り
大
変

難
し
い
作
業
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

や
風
土
に
根
差
し
た
特
徴
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て

開
発
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、他
産
地
の
も
の
と
一
緒
に
さ

れ
た
く
な
い
と
い
う
感
情
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
産
に
重
き
置
か
な
い
現
実

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、輸
出

の
成
功
例
も
あ
り
ま
す
が
、実
際
に
は
あ
る
特
定
の
地
域

や
都
道
府
県
の
品
目
が
全
て
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

市
場
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
の
品
目
の
、特
定
の
ブ
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ
る
こ
と
、

単
一
品
目
で
の
売
り
込
み
で
は
、取
扱
高
の
大
幅
な
拡
大

も
望
め
ま
せ
ん
し
、生
産
期
間
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

シ
ョ
ン
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
が
都
道
府
県
、地
域
ご
と
に
競
争
し

販
売
し
て
い
る
売
り
場
の
隣
で
、韓
国
農
産
物
が「
ナ
シ
」

「
イ
チ
ゴ
」「
リ
ン
ゴ
」「
パ
プ
リ
カ
」と
い
っ
た
具
合
に
、

図１　農林水産物・食品の輸出額の推移

資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省作成
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海外市場の要求はオールジャパン農産物

採
算
性
の
面
で
大
変
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、海
外
に
お
い
て
は
日
本
人
が
思
う
ほ
ど
に
は
、

日
本
の
産
地
は
重
視
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
は
、

日
本
国
内
の
ス
ー
パ
ー
を
見
れ
ば
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、韓
国
産
パ
プ
リ
カ
に
韓
国
の
ど
こ
そ
こ
地
方
と

い
う
よ
う
な
表
示
は
見
掛
け
ま
せ
ん
し
、書
い
て
あ
っ
た

と
し
て
も
そ
れ
を
意
識
す
る
消
費
者
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、海
外
市
場
で
の
日
本
産
品
は
特
徴
的
で
優
秀
な

地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、海
外
の
消
費
者
か
ら
見
る
と
そ
の
差
異
に
つ

い
て
認
識
で
き
な
い
生
産
品
も
多
く
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

海
外
の
多
く
の
消
費
者
は
日
本
の
消
費
者
に
と
っ
て
の

輸
入
品
同
様
、ど
こ
の
地
域
や
都
道
府
県
で
生
産
さ
れ
た

か
よ
り
は
、ど
こ
の
国
で
生
産
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と

が
重
要
な
の
で
す
。

　

農
産
物
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
輸
出
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

方
に
は
厳
し
い
話
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、産
地
同

士
の
不
毛
な
競
争
を
避
け
る
た
め
に
は
一
体
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、品
質
の
良
い
日
本
の
農
産
物
を
安
定
的
に
供

給
し
て
ほ
し
い
と
い
う
現
地
バ
イ
ヤ
ー
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
で
す
。

　

農
産
物
の
場
合
、天
候
に
よ
り
品
質
は
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
し
、価
格
も
大
き
く
変
動
し
ま
す
。し
か
も
四
季

の
あ
る
日
本
で
は
、保
存
性
の
高
い
一
部
の
青
果
物
を
除

い
て
多
く
の
品
目
が
、単
独
の
限
ら
れ
た
地
域
の
み
で
通

年
供
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
四
季
の
あ
る
日
本
の
天
候
を
活
か
し
複
数
の

産
地
か
ら
広
域
で
商
品
調
達
を
行
え
ば
、通
年
供
給
で
き

る
品
目
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、長
期
間
安
定
供
給
す
る
こ

と
で
売
り
場
を
確
保
す
る
こ
と
も
よ
り
容
易
と
な
り
ま

す
。例
え
ば
、イ
チ
ゴ
は
地
域
ご
と
の
供
給
期
間
は
あ
ま

り
長
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、広
域
連
携
で
輸
出
を
想
定
し
た
場
合
、九
州

地
域
の
イ
チ
ゴ
は
一
一
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
三
月
頃
に
終

わ
り
ま
す
が
、西
日
本
、関
東
、東
北
、北
海
道
と
南
北
に

長
い
日
本
の
季
候
差
を
利
用
し
て
リ
レ
ー
出
荷
す
れ
ば
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
チ
ゴ
と
し
て
供
給
期
間

も
長
く
な
り
ま
す
。場
合
に
よ
っ
て
は
通
年
供
給
も
可
能

と
な
り
、売
り
場
も
確
保
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

福
岡
市
に「
九
州
農
産
物
通
商
株
式
会
社
」と
い
う
商

社
が
あ
り
ま
す
。二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
企

業
で
、当
時
は「
福
岡
農
産
物
通
商
株
式
会
社
」と
い
う
名

称
で
し
た
。

　

設
立
当
初
の
資
本
金
は
七
九
五
五
万
円
で
、三
五
の
出

資
団
体
に
は
、県
内
Ｊ
Ａ
、中
央
会
、信
連
、福
岡
県
以
外

に
民
間
企
業
も
含
ま
れ
ま
す（
そ
の
後
増
資
し
、現
在
の

資
本
金
は
八
九
五
五
万
円
）。

　

設
立
の
目
的
は
福
岡
県
産
の
農
産
物
を
国
内
外
に
販

売
し
、県
内
の
農
業
を
振
興
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

輸
出
品
目
は
福
岡
県
産
に
限
定
し「
あ
ま
お
う
」「
八
女

茶
」「
柿
」の
み
で
、「
あ
ま
お
う
」も「
八
女
茶
」も
福
岡
県

を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
で
あ
り
、海
外
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
地
方
農
産
物
商
社
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

し
か
し
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、輸
出
金

額
も
約
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
万
円
と
極
め
て
少
な
い
状

況
で
、採
算
的
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
態
で
し
た
。そ
の
よ

う
な
状
況
の
時
に
縁
あ
っ
て
、当
時
全
農
福
岡
に
所
属
し

て
い
た
私
に
、代
表
就
任
の
声
が
掛
か
っ
た
の
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、代
表
に
な
っ
た
私
は
、前
職
で
海

外
の
小
売
店
や
市
場
が
日
本
に
求
め
て
い
る
の
は
、単
品

や
季
節
ご
と
の
売
り
込
み
で
は
な
く
、年
間
を
通
じ
た
安

定
的
な
供
給
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
品
目
構
成
だ

と
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、輸
出
事
業
の
大
き
な
方
針

転
換
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、具
体
的
に

は
イ
チ
ゴ
だ
け
で
は
な
く
、ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
と

い
っ
た
野
菜
も
船
の
コ
ン
テ
ナ
に
混
載
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、輸
送
経
費
の
削
減
と
な
り
、ま
た
品
数
の
豊
富

さ
に
よ
っ
て
売
り
場
の
安
定
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
に
産
地
間
の
連
携
で
す
。前
職
で
な
じ
み
の
あ
っ
た

山
形
県
や
宮
城
県
と
い
っ
た
産
地
の
方
々
に
声
を
掛
け
、

イ
チ
ゴ
や
リ
ン
ゴ
、ブ
ド
ウ
、ナ
シ
な
ど
の
果
物
を
中
心

に
広
域
的
に
調
達
す
る
関
係
を
築
き
ま
し
た
。

　

連
携
に
当
た
っ
て
は
、同
一
品
目
で
出
荷
時
期
の
重
な

り
を
避
け
る
な
ど
、お
互
い
の
産
地
競
合
と
な
ら
な
い
よ

う
に
調
整
を
行
い
、さ
ら
に
輸
出
先
の
店
舗
で
は
、「
日
本

の
○
○
産
」と
、ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
前
面
に
出
し
ま

し
た
。

　

同
時
に
輸
出
拠
点
を
こ
れ
ま
で
の
福
岡
だ
け
で
な
く
、

東
京
、名
古
屋
、札
幌
に
も
広
げ
、集
荷
お
よ
び
仕
向
け
地

に
近
い
拠
点
か
ら
の
輸
出
に
変
更
す
る
こ
と
で
輸
送
コ

ス
ト
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

私
は
、代
表
職
を
三
年
間
務
め
ま
し
た
が
、社
長
退
任

時
に
は
五
億
円
弱
の
輸
出
金
額
に
ま
で
増
加
し
、赤
字
経

営
の
会
社
の
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
福
岡

県
産
農
産
物
の
輸
出
量
も
就
任
時
か
ら
大
き
く
増
え
、三

倍
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、一
六
年
に
現
社
名
に
変
更

後
も
引
き
継
が
れ
、農
林
水
産
省
の
事
業
も
活
用
し
て
、
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特集　1を100に変えた連携力

福
岡
や
九
州
の
み
な
ら
ず
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
輸
出

振
興
を
図
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
、福
岡
県
産
に
限
っ
て
い
た
輸
出
の

取
り
扱
い
を
、南
は
鹿
児
島
、宮
崎
か
ら
、北
は
東
北
、北

海
道
に
至
る
広
域
で
、青
果
物
・
水
産
物
・
加
工
食
品
を

調
達
し
輸
出
す
る
施
策
へ
と
、転
換
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。　

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
協
調
こ
そ
重
要

　

そ
れ
は
、第
一
に
は
関
係
者
に
危
機
感
が
共
有
さ
れ
た

こ
と
で
す
。

　

赤
字
決
算
が
続
く
こ
と
に
よ
り
事
業
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
、「
福
岡
県
の
農
業
振
興
」と
い
う
当
初
の
志
も
頓と

ん
挫ざ

し
か
ね
な
い
状
況
で
、出
資
者
な
ど
関
係
者
に
方
針
転
換

策
を
丁
寧
に
説
明
し
、理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
に
は
、こ
の
会
社
の
資
本
構
成
に
あ
り
ま
す
。「
福

岡
」と
い
う
名
称
が
付
い
て
い
た
も
の
の
、Ｊ
Ａ
や
県
庁

ば
か
り
で
は
な
く
、広
域
で
事
業
活
動
を
行
う
九
州
電

力
、Ｊ
Ｒ
九
州
、西
日
本
旅
客
鉄
道
な
ど
の
民
間
企
業
も

出
資
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

他
県
の
商
品
も
積
極
的
に
扱
い
全
体
の
取
扱
高
を
底

上
げ
す
る
こ
と
が
、福
岡
県
産
品
の
増
加
に
つ
な
が
る
と

い
う
考
え
方
に
賛
同
を
得
ら
れ
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

第
三
に
、や
は
り
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
や
消
費
者
の
支
持

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。そ
れ
は
、各
産
地
で
連
携
し
て
フ
ェ

ア
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
産
地
ご
と
の
単
体
よ

り
、産
地
が
連
携
し
て
ま
と
ま
っ
た
方
が
取
り
扱
う
品

種
・
品
目
も
増
え
て
集
客
力
も
ア
ッ
プ
す
る
」と
い
う
バ

イ
ヤ
ー
の
声
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
輸
出
の
事
業
主
体
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

多
く
の
地
域
輸
出
企
業
・
商
社
・
法
人
が
輸
出
事
業
拡

大
の
た
め
、海
外
で
需
要
の
あ
る
商
品
を
広
域
か
ら
調
達

し
よ
う
と
し
た
場
合
に
大
き
な
障
害
の
一
つ
と
な
る
の

が
、会
社
・
法
人
の
資
本
構
成
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、市
場
が
求
め
る
商
品
調
達
が
で
き
ず
に

販
売
機
会
を
逃
し
、事
業
規
模
の
拡
大
と
収
益
性
の
向
上

を
達
成
で
き
な
い
結
果
と
な
る
事
例
は
多
い
の
で
す
。

　

現
実
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
や
利
害
関
係
を

乗
り
越
え
、連
携
と
協
調
で
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

の
広
域
輸
出
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、前
提
と
し
て
地
域

の
利
益
を
優
先
す
る
従
来
型
の
地
域
商
社
で
は
な
く
、現

在
の
九
州
農
産
物
通
商
の
よ
う
な
、よ
り
広
域
な
視
点
を

持
っ
た
輸
出
機
能
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

継
続
的
な
輸
出
拡
大
と
商
業
的
成
功
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、地
域
資
本
だ
け
で
な
く
広
域
的
な
資
本
構
成
に

よ
り
柔
軟
な
商
品
調
達
や
輸
送
体
制
を
実
現
で
き
る
環

境
整
備
が
必
要
と
考
え
ら
ま
す
。こ
の
よ
う
な
共
通
の
販

売
機
能
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、各
地
域
が
安
心
し
て
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
参
加
し
、効
率
的
な
広
域
輸
出
が

可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
産
が
国
内
の
地
域
同
士
で
競
争
し
て
い
る
一
方

で
、韓
国
、マ
レ
ー
シ
ア
、中
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
農
産
物
が
急
速
に
品
質
を

高
め
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
日
本
産
農
産
物
の
市
場
を
奪

い
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
一
層
の
海
外
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
一
地
域
の
利
益
の

み
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、協
調
に
よ
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
の
日
本
産
品
全
体
の
市
場
拡
大
が
最
終
的
に
は
地
域

に
市
場
拡
大
や
収
益
性
の
向
上
と
い
う
恩
恵
を
も
た
ら

す
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
ま
す
。 

図２　産地間連携に関する概要

JA全農
山形県本部

JA全農
宮城県本部

JA全農
福岡県本部 JA熊本経済連 ブランドおおいた

輸出促進協議会 JA宮崎経済連 JA鹿児島経済連、
鹿児島くみあい食品連携産地

【産地間連携会議・国内現地検討会】

【シンガポール】 【シンガポール、マレーシア、タイ、米国】 【台湾】

【事業実施報告会】
■検討内容

2015年度農林水産省事業「産地間連携等による輸出振興体制の構築を図る取組に関する報告書」より

⃝連携強化（共同フェア、共同輸送の報告）
⃝「現地調査」のフィードバック
⃝台湾における「残留農薬」対策検討

■検討内容 ⃝連携強化（共同フェア、共同輸送の検討と具体化）
⃝輸出に対する「産地の要望・希望」を共有
⃝台湾における「残留農薬」に関する情報共有

■各種調査
⃝「購入状況調査」
⃝「食味調査」
⃝「ヒアリング調査」

⃝「農産加工品ニーズ調査」
⃝「業務需要調査」

■現地視察、他国産との比較調査
⃝聞き取りによるバイヤーの意向調査
⃝弊社社員による小売店舗などの視察調査
⃝他国産品との比較調査

■残留農薬などによる影響調査
⃝バイヤー聞き取りによる影響調査
⃝弊社社員による小売店舗などの視察調査
⃝制度調査

PROMOTE JAPAN ENTERPRISE 現地インポーター 商田実業有限公司ショッピングモール 小売店など

福岡農産物通商
検討内容
各種調査委託

必要な調査洗い出し 調査結果 調査結果

調査結果のフィードバック

必要な情報洗い出し
商品送付 送料弊社負担 調査結果
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食
と
農
林
漁
業
が
柱

紺
野　

北
海
道
の
十
勝
地
方
は
恵
ま
れ
た
気
象
・土
壌
条

件
の
下
で
、現
在
、農
業
就
業
人
口
が
約
一
万
八
〇
〇
〇

人
、耕
地
面
積
が
二
五
万
㌶
、管
内
の
農
協
取
扱
高
が
三

三
八
八
億
円
と
な
っ
て
お
り
、名
実
共
に
、わ
が
国
最
大

の
食
料
供
給
基
地
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
農
畜
産
物
を
利
用
し
た
食
料
品

製
造
業
が
十
勝
地
方
の
工
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

植
松　

こ
の
地
域
資
源
を
活
か
す
取
り
組
み「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
」は
、「
食
と
農
林
漁
業
」を
柱
に
十
勝
全
体

で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、国
内
外
に
十
勝
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。域
内
経
済
の
好
循
環
や
雇

用
の
創
出
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

紺
野　

大
掛
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
ね
。

植
松　

そ
う
で
す
。二
〇
一
一
年
、十
勝
管
内
の
四
一
も
の

団
体
で
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
推
進
協
議
会（
以
下
、推

進
協
議
会
）を
設
立
し
、十
勝
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
や
食
の
高
付
加
価
値
化
、人
材
育
成
、農
と
食
を

活
か
し
た
観
光
産
業
の
振
興
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す（
一
四
頁
、表
）。

前
田　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」は
私
の
事
業
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
入
植
し
て
四
代
目
で
す
。現
在
、一
二
〇
㌶
で
小

麦
、ビ
ー
ト
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、豆
類
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
五
種
類
の
小
麦
を
自
社
で
選
別
し
、委
託

製
粉
後
、ベ
ー
カ
リ
ー
に
直
接
販
売
し
て
い
る
こ
と
と
、国

産
初
と
な
る
電
子
レ
ン
ジ
専
用
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
開
発
、

販
売
し
て
い
る
こ
と
で
す
。推
進
協
議
会
の「
十
勝
人

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」を
利
用
し
、ア
メ
リ
カ
の
爆
裂

種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
家
、メ
ー
カ
ー
、育
種
畑
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
が
、本
場
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り
を
肌
で
感

じ
た
こ
と
が
私
の
背
中
を
押
し
ま
し
た
。

藤
田　
『
十
勝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
』は
、北
海
道
食
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

前
田　

は
い
。四
年
か
け
て
つ
く
っ
た
農
場
の
自
信
作
で

す
。道
外
で
も
食
材
店
な
ど
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

藤
田　

私
ど
も
の
主
力
商
品
は
牛
肉
を
フ
レ
ー
ク
状
に

加
工
し
た
冷
凍
食
品
の『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』で
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

印
刷
し
て
い
ま
す
。

前
田　
『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』は
熱
々
ご
は
ん
に
振
り
か
け

て
食
べ
る
と
、と
ろ
け
る
よ
う
で
お
い
し
い
ん
で
す
。

藤
田　

非
常
に
珍
し
い
商
品
な
の
で
、テ
レ
ビ
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
売
り
上
げ
が
増
え
て
い
ま
す
。

合
瀬　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」が
始
ま
っ
て
か
ら
の
商

品
で
す
か
？

　
特
集
　
1
を
1
0
0
に
変
え
た
連
携
力
　

み
ん
な
で
考
え
る

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の
活
力
。

産
業
成
長
化
に
む
か
う
地
域
農
業
の
未
来
像

誌
上
戦
略
会
議

十
勝
で
は
産
官
学
、農
商
工
連
携
が
進
み
、十
勝
産
加
工
品
の
展
開
な
ど
新
時
代
に
合

う
知
恵
の
地
域
農
業
が
実
現
。さ
ら
に
外
部
の
人
た
ち
と
ど
う
連
携
し
て
い
く
の
か
。

■出席者（順不同、敬称略）

前田農産食品株式会社 代表取締役　

前田 茂雄（畑作農業）

有限会社十勝スロウフード 代表取締役　

藤田 惠 （畜産加工品の製造、販売）

フードバレーとかち推進協議会事務局
（帯広市産業連携室 室長）

植松 秀訓
日本放送協会（ＮＨＫ）解説副委員長　

合瀬 宏毅
日本政策金融公庫帯広支店
支店長兼農林水産事業統轄

紺野 和成
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ト
を
掛
け
て
作
り
上
げ
た
牛
肉
の
余
っ
た
部
位
の
売
り

先
を
探
し
て
い
た
斉
藤
さ
ん
と
、ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
原

料
に
質
の
高
い
肉
を
探
し
て
い
た
私
は
す
ぐ
に
意
気
投

合
し
ま
し
た
。斉
藤
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
お
す
し
屋

さ
ん
で
牛
と
ろ
握
り
を
い
た
だ
き
、そ
の
お
い
し
さ
に
驚

い
た
こ
と
が『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』の
開
発
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
で
す
。

前
田　

私
は
、年
間
雇
用
確
保
の
た
め
で
す
。規
模
を
大

き
く
す
る
と
、雇
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。一
〇
年
位
前

ま
で
は
、実
習
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

毎
年
来
る
人
が
違
い
能
力
が
蓄
積
し
ま
せ
ん
。人
が
育
て

ば
生
産
を
任
せ
、私
は
経
営
管
理
や
営
業
す
る
時
間
も
で

き
ま
す
。し
か
し
寒
い
冬
期
は
畑
作
業
が
で
き
ず
売
り
上

げ
も
た
た
な
く
て
雇
用
維
持
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

紺
野　

前
田
さ
ん
の
動
機
で
あ
る
冬
場
の
雇
用
対
策
は
、

十
勝
が
置
か
れ
た
環
境
そ
の
も
の
で
す
ね
。

前
田　

そ
こ
で
私
は
考
え
て
、収
穫
後
に
Ｊ
Ａ
へ
納
入
し

て
い
た
小
麦
を
自
社
で
選
別
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。製

粉
の
委
託
費
は
掛
か
り
ま
す
が
、冬
場
で
も
選
別
と
い
う

作
業
が
生
ま
れ
、直
接
ベ
ー
カ
リ
ー
に
販
売
す
る
た
め
付

加
価
値
も
付
き
ま
す
。二
〇
〇
八
年
よ
り
選
別
ラ
イ
ン
を

整
え
、選
別
工
程
が
安
定
し
て
き
た
一
三
年
か
ら
、ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
作
り
は
じ
め
ま
し
た
。

藤
田　
い
え
、以
前
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
目
的
は
十
勝
の
商
品
と
一
目
で
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、一
番
は「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の
取
り
組
み
に

参
加
し
十
勝
を
押
し
上
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
す
。そ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
推
進
協
議
会
開
催
の
マ
ル
シ
ェ
な
ど

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。そ
も
そ
も
、

私
ど
も
の
会
社
は
、有
限
会
社
ボ
ー
ン
フ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

と
い
う
肉
用
牛
肥
育
経
営
の
加
工
部
門
だ
っ
た
の
を
、二

〇
〇
三
年
に
独
立
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
六
次
産
業
化
の
多
様
な
動
機

合
瀬　

藤
田
さ
ん
は『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』、前
田
さ
ん
は

『
十
勝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
』が
六
次
産
業
化
の
象
徴
的
な
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。商
品
開
発
の
目
的
や
動
機
は
何

だ
っ
た
の
で
す
か
？

藤
田　

帯
広
畜
産
大
学
の
収
穫
祭
で
、考
え
を
同
じ
く
す

る
ボ
ー
ン
フ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
斉
藤
英
夫
さ
ん
と

出
会
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。農
業
も
、自
分
で
加
工

し
て
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
点
が
一
致
し
た
の
で
す
。斉
藤
さ
ん
は
、酪
農
か
ら
肉

用
牛
へ
転
換
し
、一
般
的
に
濃
厚
飼
料
を
与
え
て
肥
育
す

る
と
こ
ろ
を
粗
飼
料
を
主
体
に
し
て
育
て
る
な
ど
、健
康

な
牛
を
育
て
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
し
た
。時
間
と
コ
ス

紺
野　

な
ぜ
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
の
で
す
か
？

前
田　

高
額
な
コ
ン
バ
イ
ン
の
稼
働
日
数
を
増
や
す
た

め
小
麦
以
外
の
作
物
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
と
、ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に

親
し
ん
で
お
り
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ら
農
業
の
楽
し
さ
を

消
費
者
に
届
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

紺
野　

そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
の
で
す
ね
。

合
瀬　

前
田
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、年
間
を
通
じ

た
雇
用
確
保
の
発
想
か
ら
六
次
化
す
る
、と
い
う
の
が
面

白
い
展
開
だ
と
思
い
ま
す
。

前
田　

十
勝
で
も
、そ
の
よ
う
な
発
想
を
す
る
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。農
業
経
営
の
多
く
は
ま
だ
家
族
労
働
中

心
で
す
。私
も
雇
用
が
な
け
れ
ば
六
次
化
は
考
え
な
か
っ

た
。

合
瀬　

政
策
と
し
て
六
次
産
業
化
の
推
進
が
謳
わ
れ
て

い
ま
す
が
、専
門
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
加
工
の
た
め

の
設
備
投
資
な
ど
を
考
え
る
と
一
般
的
な
農
家
に
は
難

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。お
二
人
は
成
功
し
て
い
ま
す
が
、

商
品
開
発
の
動
機
が
雇
用
の
安
定
化
、余
っ
た
部
位
の
商

品
化
と
い
う
生
産
者
目
線
の
と
こ
ろ
が
気
に
な
り
ま
す
。

紺
野　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
で
、合
瀬
さ
ん
は
六
次

産
業
化
の
答
え
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
か
？植松 秀訓 Hidenori Uematsu

前田 茂雄 Shigeo Maeda

十勝には
潜在能力がある

消費者に必要とされる
農業者になる

藤田 惠 Kei Fujita

十勝ブランドとして
展開する必要性
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合
瀬　

機
能
分
担
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。藤
田
さ
ん
の

場
合
は
、生
産
か
ら
切
り
離
し
て
加
工
会
社
に
し
て
い
る

の
で
、常
に
商
品
開
発
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か

し
、前
田
さ
ん
の
よ
う
に
生
産
も
加
工
も
両
方
や
っ
て
い

た
ら
、作
物
の
管
理
、出
来
も
気
に
掛
け
な
い
と
い
け
な
い

し
、こ
れ
に
商
品
開
発
と
な
る
と
大
変
で
す
。

前
田　

合
瀬
さ
ん
の
言
う
通
り
、農
家
が
取
り
組
む
六
次

産
業
化
は
難
し
い
し
、事
業
化
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

誰
に
で
も
勧
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
瀬　

都
府
県
の
場
合
、消
費
者
が
近
い
の
で
う
ま
く
い

く
場
合
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、十
勝
で
大
規
模
に

や
っ
て
い
る
方
々
が
、新
た
に
消
費
者
の
こ
と
を
考
え
商

品
開
発
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
相
当
難
し
い
の
で
は
？

前
田　

う
ち
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
ま
さ
に
そ
う
で
し
た

が
、消
費
者
に
必
要
と
さ
れ
る
農
業
者
に
な
る
た
め
に
も

前
例
の
な
い
商
品
を
作
る
よ
う
な
熱
い
気
持
ち
が
な
い

と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」が
、農

業
者
の
後
押
し
を
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

植
松　

こ
れ
を
作
れ
ば
付
加
価
値
が
付
い
て
す
ぐ
に
お

金
に
な
り
ま
す
、と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。私
ど
も
は
、農
家
の
人
だ
け
で
は
な
く
、行
政
や

試
験
・
研
究
機
関
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
人
た

ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
地
域
に

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
勝
型
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

合
瀬　

さ
ら
に
消
費
者
の
感
覚
で
は
、同
じ
も
の
が
常
に

手
に
入
る
と
い
う
安
定
感
が
重
要
で
し
ょ
う
。昨
今
の
天

候
異
変
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、安
定
供
給
を
支
え
る
生
産

技
術
と
い
う
基
盤
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
ね
。

植
松　

そ
う
で
す
ね
。天
候
に
左
右
さ
れ
ず
あ
る
程
度
一

定
の
も
の
が
で
き
る
よ
う
な
生
産
技
術
の
高
度
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、農
業
経
営
と
い
う
視
点
や
工
程

管
理
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
の
発
想
も
重
要
に
な
る
。ア
メ

リ
カ
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
よ
う
な
、高
度
な
技
術
と
経
営
管
理
能

力
を
証
明
す
る
農
業
経
営
者
の
資
格
制
度
が
あ
っ
て
も

い
い
時
代
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ

が
で
き
る
の
は
、や
は
り
十
勝
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

紺
野　

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、推
進
協
議
会
で
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

植
松　

人
材
と
い
う
場
合
、私
た
ち
の
役
割
は
経
営
者
を

つ
く
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
事
業
が

あ
り
ま
す
が
、例
え
ば
帯
広
畜
産
大
学
と
連
携
し
た

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
人
材
育
成
事
業
」が
あ
り
ま
す
。

前
田　

去
年
、私
は
地
域
経
済
発
展
へ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
た
い
と
考
え「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」に
、参
加
し

ま
し
た
。学
生
と
私
た
ち
農
業
者
が
同
じ
教
室
で
経
営
戦

略
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
活

気
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。

藤
田　

農
家
が
六
次
化
を
進
め
る
場
合
、食
品
加
工
と
い

う
技
術
は
、そ
う
簡
単
に
身
に
付
く
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、や
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

安
定
、効
率
、機
械
化
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
か
な
か
踏
み

出
せ
ま
せ
ん
。も
し
、機
械
化
し
て
事
業
を
拡
大
で
き
て

も
今
度
は
、販
路
開
拓
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
は
、高
い
経
営
管
理
能
力
を
持
つ
と
と
も
に
、

商
工
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
い
く
の
が
大
切
で
す
。そ
の

連
携
の
素
地
を
も
っ
と
十
勝
に
築
く
必
要
が
あ
る
。

合
瀬　

十
勝
の
魅
力
は
や
は
り
、圧
倒
的
で
安
定
し
た
農

業
生
産
力
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
だ
け
広
い
大
地
が
あ
っ

て
、優
秀
な
農
業
者
が
い
て
、機
械
化
も
進
ん
で
い
る
よ
う

な
地
域
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。素
材
が
極
め
て
豊
富
で
す

か
ら
近
い
と
こ
ろ
で
作
物
の
出
来
を
見
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
新
し
い
お
菓
子
作
り
な
ど
、加
工
す
る
人
た
ち
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
田　

十
勝
の
老
舗
パ
ン
屋
の
満
寿
屋
商
店
さ
ん
は
十

勝
の
小
麦
を
一
〇
〇
％
使
用
し
て
パ
ン
や
お
菓
子
を
作
っ

て
い
ま
す
。こ
の
ほ
ど「
十
勝
産
小
麦
生
産
者
の
努
力
と

農
業
の
価
値
を
伝
え
る
た
め
」と
東
京
の
都
立
大
学
駅
近

く
に
店
舗
を
開
き
ま
し
た
。コ
ン
セ
プ
ト
は「
十
勝
の
生

産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ベ
ー
カ
リ
ー
」

で
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。前
田
農
産
の
小

麦
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、域
外
消
費
が
十
勝
に
還
元
さ

れ
る
良
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。

植
松　

推
進
協
議
会
で
は
、「
農
林
漁
業
を
成
長
産
業
に

合瀬 宏毅 Hiroki Oose

六次化には
機能分担が必要でしょう

紺野 和成 Kazunari Konno

日本の地方創生に
結び付ける意気です
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す
る
」「
食
の
価
値
を
創
出
す
る
」「
十
勝
の
魅
力
を
売
り

込
む
」三
つ
を
柱
と
す
る
戦
略
を
、「
十
勝
型
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
」と
言
っ
て
い
ま
す
。生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・
販
売

ま
で
十
勝
で
一
貫
し
て
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に

し
て
行
き
た
い
。こ
の
地
域
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
。

付
加
価
値
を
高
め
て
域
外
に
売
っ
て
外
貨
を
稼
ぐ
、そ
の

仕
事
を
生
み
出
す
潜
在
能
力
が
十
勝
に
は
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

藤
田　

農
産
物
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、で
き
る
限
り

加
工
品
、そ
れ
も
か
な
り
の
割
合
で
十
勝
産
を
使
い
、十

勝
で
製
造
す
る
な
ど
の
基
準
を
設
け
、「
十
勝
ブ
ラ
ン
ド
」

を
高
め
て
展
開
し
て
い
く
。今
後
の
成
果
と
し
て
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
内
外
の
人
材
や
企
業
連
携
が
カ
ギ

合
瀬　

私
は「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」を
す
ご
く
評
価

し
て
い
ま
す
。昨
日
視
察
し
た
酪
農
家
で
は
、そ
こ
の
生

乳
を
原
料
と
し
て
域
外
の
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
が
製
品
を

作
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。Ｊ
Ａ
帯
広
か
わ
に
し
が
海
外
輸

出
し
て
い
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、川
西
地
区
に
台
湾
の

貿
易
商
社
が
支
店
を
出
て
い
ま
す
。外
部
の
人
た
ち
と
ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
、

今
後
さ
ら
に
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

植
松　

最
近
で
は
、惣
菜
メ
ー
カ
ー
や
乳
製
品
メ
ー
カ
ー

の
賛
同
が
得
ら
れ
、十
勝
の
農
産
物
と
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
と
い
っ
た
相
互
の
資
源
を
活
用
し
て
高
機
能
食
品

な
ど
新
た
な
商
品
の
研
究
開
発
計
画
と
い
っ
た
、包
括
連

携
協
定
を
推
進
協
議
会
と
結
ぶ
と
い
う
こ
と
も
出
て
き

て
い
ま
す
。

合
瀬　

新
し
い
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
と
、そ

の
産
業
は
活
性
化
し
ま
す
。質
の
良
い
も
の
を
作
る
こ
と

が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
原
動
力
と
な
り
、「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
」が
回
り
始
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

て
い
ま
す
。

前
田　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
農
業
者
だ
け
が
集
ま
っ
て

し
ま
う
と
、ど
う
し
て
も
既
存
の
考
え
方
か
ら
抜
け
ら
れ

な
い
。外
部
か
ら
人
を
寄
せ
る
の
も
大
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、地
域
内
で
も
業
種
や
年
代
を
超
え
れ
ば
多
種
多
様

な
考
え
の
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
」で
学
生
と
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
う
と
、学
生
は

全
然
違
う
発
想
で
そ
こ
が
非
常
に
面
白
い
。わ
れ
わ
れ
農

業
者
の
重
要
な
気
付
き
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

藤
田　

さ
ま
ざ
ま
な
農
畜
産
物
に
取
り
組
み
、高
い
品
質

を
実
現
し
て
い
る
十
勝
に
は
、従
来
の
基
準
に
と
ら
わ
れ

な
い
開
拓
者
精
神
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。多
方
面
か
ら
の

知
恵
も
取
り
入
れ
地
域
一
丸
と
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
し
、さ
ら
な
る
効
率
化
と
高
収
益
化
、雇
用
の
創
出

を
図
る
こ
と
が
、真
の
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
言
え
ま
す
。

植
松　
「
十
勝
の
農
家
は
元
気
で
す
ね
。常
に
上
を
目
指

し
、一
人
で
は
大
変
な
と
こ
ろ
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
て
、

す
ご
い
！
」と
、日
本
中
の
農
業
者
か
ら
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
る
よ
う
な
地
域
を
、オ
ー
ル
十
勝
で
つ
く
り
あ
げ
た

い
。

紺
野　

十
勝
の
活
動
を
発
信
す
る
こ
と
は
、地
域
を
挙
げ

て
一
次
産
品
の
価
値
を
高
め
よ
う
と
活
動
さ
れ
る
全
国

の
皆
さ
ま
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
の
前
身
、農
林
漁
業
金
融

公
庫
が
帯
広
に
拠
点
を
開
設
し
て
一
〇
年
が
経
ち
ま
す
。

十
勝
の
現
場
に
寄
り
添
い
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後

と
も
、オ
ー
ル
十
勝
で
つ
く
り
あ
げ
る
価
値
、十
勝
ブ
ラ

ン
ド
の
向
上
と
い
う
先
進
的
な
活
動
を
日
本
の
地
方
創

生
に
結
び
付
け
る
意
気
で
日
本
公
庫
は
協
力
、後
押
し
を

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

表　フードバレーとかち推進協議会の構成団体（41団体）
農林漁業団体
　十勝地区農業協同組合長会
　十勝農業協同組合連合会
　十勝地区森林組合振興会
　十勝管内漁業協同組合長会
商工業団体
　帯広商工会議所
　北海道十勝管内商工会連合会
　帯広物産協会
　北海道中小企業団体中央会十勝支部
　北海道中小企業家同友会とかち支部
　十勝観光連盟
大学・試験研究機関
　帯広畜産大学
　北海道農業研究センター(芽室研究拠点)
　家畜改良センター十勝牧場
　北海道立総合研究機構十勝農業試験場
　北海道立総合研究機構畜産試験場
　公益財団法人とかち財団
金融機関
　帯広銀行協会
　日本政策金融公庫帯広支店
　帯広信用金庫

行政機関
　帯広開発建設部
　十勝総合振興局
　十勝町村会
　帯広市
　音更町
　士幌町
　上士幌町
　鹿追町
　新得町
　清水町
　芽室町
　中札内村
　更別村
　大樹町
　広尾町
　幕別町
　池田町
　豊頃町
　本別町
　足寄町
　陸別町
　浦幌町

「フードバレーとかち」

「食と農林漁業」を柱とした地域経済産業政策の考え方
を総称したもので、2010年に、帯広市長の米沢則寿氏が
産業振興の旗印として提唱。十勝が持つ「価値」を再認
識し、「食」と「農林漁業」を柱とした経済活動で、日本を
代表する大規模畑作酪農地帯・食料供給基地という背
景を活かし「農林漁業を成長産業にする」「食の価値を
創出する」「十勝の魅力を売り込む」という三つの取り組
みを連携、「生産・加工・流通・販売」が結び付いた十勝
型のフードシステムを、オール十勝でつくりあげている。
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農
業
経
営
動
向
分
析
は
、日
本
公

庫
の
農
業
を
営
む
ご
融
資
先
を
対
象

に
、三
年
間（
二
〇
一
四
～
一
六
年
）の

決
算
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
、損
益
の
動

向
や
財
務
指
標
な
ど
を
業
種
別
に
分

析
し
、取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
稲
作
ほ
か
五
部
門
が
増
収
増
益

　

ま
ず
、経
営
部
門
別
に
二
〇
一
五
年
と

一
六
年
の
収
支
を
比
較
し
ま
し
た（
表

１
）。そ
の
結
果
、耕
種
部
門
で
は
、稲
作

は
一
六
年
産
米
の
収
量
が
好
天
に
よ
り

前
年
を
上
回
っ
た
こ
と
に
加
え
、主
食
用

米
か
ら
飼
料
用
米
へ
の
転
換
が
進
み
、主

食
用
米
の
供
給
が
減
少
見
通
し
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、販
売
価
格
が
上
昇

し
、増
収
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

茶
は
、販
売
価
格
低
迷
に
よ
る
収
益

低
迷
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、販
売
価
格

が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、四
年
ぶ
り
に

増
収
増
益
に
転
じ
ま
し
た
。施
設
野
菜

は
、販
売
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
を
受
け

て
個
人
で
は
増
収
増
益
と
な
り
ま
し
た

が
、法
人
で
は
人
件
費
負
担
が
重
く
、前

期
並
み
の
経
常
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
部
門
で
は
、酪
農（
北
海
道
・
都

府
県
）は
乳
価
据
え
置
き
も
、副
産
物
収

入
で
あ
る
子
牛
の
販
売
価
格
が
上
昇
し

た
こ
と
か
ら
、増
収
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

肉
用
牛
肥
育
は
、一
六
年
中
の
販
売
価

格
が
高
水
準
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、増

収
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

養
豚
一
貫
・
採
卵
鶏
は
一
四
年
以
降
継

続
し
て
い
た
高
値
が
下
落
に
転
じ
、減
収

と
な
り
ま
し
た
。一
方
、費
用
面
で
は
燃

油
価
格
の
下
落
に
伴
う
燃
料
動
力
費
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、養
豚
一
貫（
法
人
）お

よ
び
採
卵
鶏
で
は
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
耕
種
は
燃
料
動
力
費
率
が
影
響

　

二
〇
一
六
年
の
個
人
経
営（
耕
種
部

門
）の
収
支
状
況
を
経
営
部
門
別
に
見

ま
す（
表
２
）。売
上
高
は
稲
作（
北
海
道・

都
府
県
）・
茶
・キ
ノ
コ
は
三
〇
〇
〇
万
円

前
後
で
す
が
、平
均
経
営
規
模
が
大
き

い
畑
作（
北
海
道
）・露
地
野
菜（
北
海
道
）

は
五
〇
〇
〇
万
円
前
後
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

農
業
所
得
率
は
、稲
作（
北
海
道
・
都

府
県
）、畑
作（
北
海
道
）・
果
樹
・
露
地
野

菜（
北
海
道
・
都
府
県
）・
施
設
野
菜
の
所

得
率
が
三
〇
％
前
後
で
あ
る
一
方
、燃
料

動
力
費
率
の
高
い
施
設
花
き
・
茶
・
キ
ノ

コ
の
所
得
率
は
約
二
〇
％
と
な
っ
て
い

ま
す（
図
１
）。

　

ま
た
、売
上
高
に
対
す
る
借
入
金
残

高
の
比
率（
売
上
高
借
入
金
残
高
比
率
）

は
、稲
作（
北
海
道
）・
茶
が
約
八
〇
％
の

高
率
と
な
る
一
方
、露
地
野
菜（
都
府
県
）

は
約
四
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
に
占
め
る
材
料
費
の
割
合（
材

料
費
率
）は
、畑
作（
北
海
道
）と
露
地
野

菜（
北
海
道
）が
四
五
％
超
と
高
く
、そ
の

他
の
業
種
は
お
お
む
ね
三
〇
％
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　

大
規
模
な
機
械
化
が
可
能
な
稲
作

（
北
海
道
）・
畑
作（
北
海
道
）・
露
地
野
菜

（
北
海
道
）は
他
の
業
種
に
比
べ
労
務
費

茶が4年ぶり
増収増益

畜産は経営規模
拡大が必須

2016年は販売価格の上昇などによる売上高増加の
ため、稲作・果樹・茶・酪農・肉用牛肥育などで個人・法
人ともに増収増益となりました。

日本 政 策 金 融 公 庫 ◦ 農 林 水 産 事 業

Report on research

情報戦略レポート

●

割
合（
労
務
費
率
）が
低
く
な
り
、減
価

償
却
費
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

収
穫
作
業
な
ど
で
手
作
業
が
必
要
な
果

樹
は
、労
務
費
率
が
他
の
業
種
に
比
べ

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
畜
産
は
材
料
費
の
負
担
大

　

今
度
は
個
人
経
営（
畜
産
部
門
）の
収

支
状
況
を
経
営
部
門
別
に
見
ま
す（
表

３
）。酪
農（
都
府
県
）以
外
の
業
種
は
売

上
高
一
億
円
を
超
え
る
一
方
、北
海
道
に

比
べ
て
平
均
経
営
規
模
が
小
さ
い
酪
農

（
都
府
県
）は
約
八
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
所
得
は
全
業
種
で
一
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
て
い
ま
す
が
、所
得
率
は
酪

農（
北
海
道
）を
除
き
一
〇
～
一
五
％
前

後
と
、耕
種
と
比
べ
て
低
く
、畜
産
は
経

営
規
模
拡
大
が
必
要
な
業
種
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す（
図
３
）。

　

な
お
酪
農
に
つ
い
て
は
、設
備
負
担
に

加
え
て
保
有
家
畜（
乳
牛
）の
減
価
償
却

負
担
が
大
き
い
こ
と
が
、所
得
率
に
比
し

て
売
上
高
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
比
率
が
高

い
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

売
上
高
借
入
金
残
高
比
率
は
、肉
用

牛
肥
育（
肉
用
種
）が
六
〇
％
超
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
素
牛
購
入
単
価

の
上
昇
を
受
け
、運
転
資
金
の
借
り
入

れ
が
増
額
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。素
牛
購
入
の
単
価
上
昇
は
、他
の

業
種
に
比
べ
高
い
肉
用
牛
肥
育（
肉
用

―2016年 農業経営動向分析―
（農業決算データより）
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種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
）の
素
畜
費
率（
三

〇
％
前
後
）に
も
表
れ
て
い
ま
す（
図
４
）。

　

素
畜
費
を
含
め
た
材
料
費
率
は
、全

て
の
畜
種
で
お
お
む
ね
六
〇
％
以
上（
耕

種
で
は
二
五
～
五
〇
％
）と
、耕
種
に
比

べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

養
豚
一
貫
、採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
で

は
飼
料
費
の
割
合（
飼
料
費
率
）が
五

〇
％
を
超
え
て
お
り
、飼
料
価
格
が
上

昇
し
た
場
合
、経
営
に
与
え
る
影
響
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　

次
頁
に
続
く
。な
お
、日
本
公
庫
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、調
査
結
果
の
詳
細
や
関

連
図
表
な
ど
が
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（https://w
w

w
.jfc.go.jp/n/

findings/publish.htm
l#info

）　  

（
情
報
企
画
部　

高
雄 

和
彦
）

︻
集
計
・
分
析
対
象
な
ど
︼

⃝

集
計
・
分
析
対
象
先

　

公
庫
取
引
先
五
六
五
七
先（
個
人
経
営

　

四
一
三
四
先
、法
人
経
営
一
五
二
三
先
）

⃝

対
象
経
営
部
門

　
（
農
業
収
入
の
第
一
位
部
門
で
区
分
）

　

耕
種
八
部
門：
稲
作
、畑
作（
北
海
道
）、果
樹
、

露
地
野
菜
、施
設
野
菜
、施
設
花
き
、茶
、キ
ノ
コ

　

畜
産
五
部
門
：
酪
農
、肉
用
牛
肥
育
、養
豚
一

貫
、採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

⃝

対
象
決
算
期

　

二
〇
一
四
年
・
一
五
年
・
一
六
年　

法
人
は
各

年
一
二
月
～
翌
年
三
月
が
決
算
期
の
も
の

（
注
）文
書
中
の「
増
益
」「
減
益
」は
、個
人
経
営
で

は
農
業
所
得（
専
従
者
給
与
控
除
前
・
税
引

前
が
）、法
人
経
営
で
は
経
常
利
益
が
、増
加

し
た
か
減
少
し
た
か
で
判
断
し
て
い
る
。

表１　経営部門別の収支（2015年と2016年の比較）

●前年比（売上高）　　　　　：10％超増　　　：5～10％増　　　　：±5％未満増減　 　 　：5～10％減　　　　：10％超減	
●前年比（所得・利益）　　　：20％超増　　　：10～20％増　　　：±10％未満増減　　　：10～20％減　　　：20％超減	
注：増減幅が百万円未満の場合は上記によらず　　。また、所得・利益について黒字転換の場合は　　、赤字幅縮小の場合は　　
　　赤字転落の場合は　　赤字幅拡大の場合は

経営部門

個人経営
（金額単位：百万円）

法人経営

売上高 売上高農業所得
（専従者給与控除前） 経常利益

2015年 2015年2015年 2015年2016年 2016年2016年 2016年増減率 増減率増減率 増減率
サンプル数 サンプル数

耕 

種

畜 

産

稲作

露地
野菜

酪農

北海道 52

1,163

30

264

71

324

703

163

92

18

58

651

387

112

27

19

646 61.5 63.5 7.2 9.1

37

34

83.2

80.6

77.3

84.1

9.6

▲0.9

4.0

1.0

64 112.6 113.7 5.6 4.1

60

25

28

23

100

136

98

169

87

16

128.8

105.9

121.0

297.6

219.3

232.0

933.2

595.7

1235.8

3614.1

134.0 

104.7

142.5

293.9

229.2

246.1

990.8

593.1

1194.1

3550.8

0.2

▲ 2.1

▲ 7.2

25.8

20.1

14.2

66.9

35.9

60.8

191.8

0.2

0.9

9.6

18.6

25.5

22.6

102.4

41.5

69.7

175.2

8.2

7.2

16.3

4.9

13.6

10.6

10.1

9.2

4.1

5.4

18.5

10.3

18.2

17.1

10.3

8.2

28.1

27.6

55.9

17.1

48.4

36.6

35.0

45.0

28.7

32.4

97.8

80.8

151.7

122.3

135.6

106.6

8.4

8.5

14.2

6.1

14.4

11.5

11.2

9.5

6.9

6.9

21.1

13.6

26.1

15.8

13.6

10.7

30.0 

30.0

53.6

18.4

47.7

39.0

37.6

45.7

32.3

32.7

104.6

84.2

168.1

114.2

127.8

114.6

6.8％ 百万円未満

18.1%
26.4%

▲7.1% ▲58.3%

4.3% 黒字転換

1.0% ▲26.8%

4.0% 百万円未満

▲1.1% 黒字転換

17.8% 黒字転換

▲1.2% ▲27.9%

4.5% 26.9%

6.1% 59.2%

6.2% 53.1%

▲0.4% 15.6%

▲3.4% 14.6%

▲1.8% ▲8.7%

▲12.9%

24.5%

百万円未満

百万円未満

10.9%

百万円未満

68.3%

27.8%

14.1%

32.0%

43.4%

▲7.6%

32.0%

30.5%

8.7%

▲4.1%

7.6%

百万円未満

6.6%

7.4%

百万円未満

12.5%

百万円未満

7.0%

4.2%

10.8%

▲6.6%

▲5.8%

7.5%

北海道

北海道

都府県

都府県

都府県

畑作（北海道）

施設野菜

肉用牛肥育

果樹

施設花き

養豚一貫

茶

採卵鶏

キノコ

ブロイラー

3.3%
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表２　2016年の個人経営の収支状況（耕種部門）

属 性

サンプル数

経営規模

売上高（A）

費用（E）

営業利益

営業外損益

農業所得（専従者給与控除前）（B)

減価償却前（C=B+I）

専従者給与

借入金残高（D）	

（
参
考
）

期首棚卸高	

材料費（F）	

労務費・人件費（G）	

燃料動力費（H）	

賃借料・リース料	

減価償却費（I）	

その他費用	

期末棚卸高	

稲 作 露地野菜畑 作
施設野菜 施設花き 茶 キノコ果 樹

北海道 北海道北海道都府県 都府県

52

水稲作付面積（ha）

15.1

30.0

21.8

0.7

7.7

0.5

1.0

1.9

3.7

6.8

▲0.8

8.1

0.2

8.4

12.1

2.9

23.2

14.7

30.0

21.2

1.1

6.9

1.3

1.1

2.3

4.3

5.1

▲1.1

8.7

▲0.1

8.5

12.9

2.6

21.5

46.4

53.6

40.4

3.7

18.5

1.1

1.5

4.4

6.2

8.0

▲3.2

13.1

1.0

14.2

20.4

5.6

33.5

2.7

18.4

12.4

1.6

3.7

2.4

0.6

0.2

1.6

3.8

▲1.7

5.9

0.1

6.1

7.8

2.4

13.3

10.7

47.7

32.9

16.1

16.2

2.1

1.3

2.5

4.3

8.5

▲18.3

14.7

▲0.3

14.4

18.7

5.6

32.4

4.1

39.0

27.5

0.5

10.6

4.0

1.0

0.8

3.0

8.3

▲0.9

11.5

0.0

11.5

14.5

5.1

15.9

6.2

37.6

26.3

0.2

7.9

4.7

2.5

0.5

3.4

7.1

▲0.2

11.3

0.0

11.2

14.6

4.8

21.7

6.3

45.7

36.0

2.5

11.6

5.8

4.4

0.7

4.0

9.1

▲2.3

9.6

▲0.1

9.5

13.5

4.8

25.6

6.4

32.3

25.1

0.4

8.1

2.4

2.9

0.8

4.0

6.6

▲0.4

7.2

▲0.2

6.9

10.9

2.7

25.5

−

32.7

25.5

0.5

9.0

2.7

2.6

0.3

3.9

6.9

▲0.8

7.1

▲0.2

6.9

10.9

2.8

16.1

経営耕地面積（ha） 第１位品目作付面積（ha） 第１位品目栽培面積（千㎡） 茶園面積（ha） −

7130 703 163 92 182641,163 324

（金額単位：百万円）

図１　2016年の個人経営の所得率等（耕種部門）
（％） （％）
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90.0

75.0

60.0

45.0

30.0

15.0

0.0

所得率（B/A）（左軸）
売上高キャッシュフロー比率（C/A）（左軸）
売上高借入金残高比率（D/A）（右軸）

図２　2016年の個人経営のコスト内訳（耕種部門）
（％）
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菜
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菜
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施
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施
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花
き
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コ

材料費率（F/E）
労務費率（G/E）
燃料動力費率（H/E）
減価償却費率（I/E）

借入率が大きく所得が少ない

借入率が少ない

手作業が多いため労務費率が高い
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Report on research

表３　2016年の個人経営の収支状況（畜産部門）

属 性

サンプル数

経営規模

売上高（A）

費用（E）

営業利益

営業外損益

農業所得（専従者給与控除前）（B)

減価償却前（C=B+I）

専従者給与

借入金残高（D）	

（
参
考
）

期首棚卸高	

材料費（F）	

　   飼料費（G）

 　  素畜費（H）

労務費・人件費	

減価償却費（I）	

その他費用	

期末棚卸高	

酪 農
養豚一貫 採卵鶏 ブロイラー

肉用牛肥育

北海道 交雑種都府県 乳用種

58

成牛頭数（頭）

95.7

104.6

82.8

3.4

49.3

31.3

2.3

1.9

13.5

18.1

▲3.4

21.8

▲0.6

21.1

34.6

6.2

46.3

67.4

84.2

70.4

1.2

44.1

33.3

1.0

2.4

10.6

13.0

▲1.0

13.8

▲0.2

13.6

24.2

3.7

34.3

228.1

164.9

138.3

129.3

124.1

36.8

44.4

2.1

4.6

20.1

▲142.0

26.6

▲0.9

25.7

30.4

2.9

103.7

349.3

182.0

153.6

138.2

132.4

53.3

41.4

2.4

4.6

24.3

▲148.4

28.4

▲0.4

28.0

32.6

2.8

90.2

447.4

193.4

165.2

107.1

141.3

65.4

57.6

2.8

4.9

29.3

▲120.3

28.2

0.3

28.5

33.4

3.4

84.6

144.3

114.2

98.1

21.1

67.3

52.3

1.1

3.9

6.7

19.2

▲20.2

16.0

▲0.2

15.8

22.6

7.9

42.1

34.8

127.8

113.7

4.5

82.9

66.2

4.0

5.1

9.6

14.3

▲2.8

14.0

▲0.4

13.6

23.2

4.2

69.6

48.6

114.6

103.7

2.9

79.8

61.1

7.4

0.8

4.2

18.0

▲2.3

10.9

0.0

10.7

15.0

2.8

46.7

飼養頭数（頭） 繁殖雌豚頭数（頭） 飼養羽数（千羽）

54 112 27 19312

肉用種

651 16

（金額単位：百万円）

図３　2016年の個人経営（畜産部門）の所得率等
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売上高キャッシュフロー比率（C/A）（左軸）
売上高借入金残高比率（D/A）（右軸）

図４　2016年の個人経営のコスト内訳（畜産部門）
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鶏
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材料費率（F/E）
飼料費率（G/E）
素畜費率（H/E）
減価償却費率（I/E）

借入率が大きく所得が少ない素牛購入単価の
上昇により
借入率が高い

借入率が少ない
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安
定
し
た
生
産
と
収
入
を
熟
慮
し

レ
タ
ス
の
水
耕
栽
培
を
選
択
す
る

生
産
者
の
想
い
を
消
費
者
に
伝
え

将
来
は
、輸
出
プ
ラ
ン
も
…

そ
れ
っ
て
、か
っ
こ
い
い
ね
!!

非
農
家
出
身
の
二
〇
歳
代
女
性
が
三
年
前
、一
億
円
を

超
え
る
投
資
を
し
て
水
耕
栽
培
で
レ
タ
ス
生
産
を
始

め
た
。就
農
の
き
っ
か
け
は
生
産
と
消
費
の
交
流
す

る
道
の
駅
構
想
に
関
わ
っ
た
こ
と
。役
員
、パ
ー
ト
を

含
む
全
員
が
女
性
の
株
式
会
社「
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
」。

平
山 

亜
美ウ

ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長

大
分
県
国
東
市

さ
ん
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可
能
性
を
感
じ
、農
業
を
決
意

　
「
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
投
資
を
し
て
大
丈
夫
か
」と

感
じ
る
人
も
い
る
は
ず
だ
。私
も
出
会
う
前
は
そ
う

思
っ
て
い
た
。平
山
亜
美
さ
ん（
二
九
歳
）に
会
う
の

は
こ
れ
で
三
回
目
だ
が
、度
胸
と
行
動
力
に「
こ
の

人
は
や
り
抜
く
」と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

大
学
生
活
を
別
府
で
送
り
、の
ん
び
り
し
た
環
境

が
気
に
入
っ
た
。大
学
卒
業
後
、一
度
、出
身
地
で
あ

る
関
西
に
戻
っ
た
が
、「
別
府
の
方
が
暮
ら
し
や
す

い
」と
再
び
移
り
住
ん
だ
。化
粧
品
会
社
に
勤
務
中
、

子
ど
も
を
授
か
っ
た
が
、育
児
と
仕
事
の
両
立
が
で

き
る
環
境
で
は
な
く
、退
職
を
決
意
し
た
。「
ゆ
っ
く

り
し
な
が
ら
、次
の
仕
事
を
探
そ
う
」と
情
報
収
集

を
す
る
う
ち
に
、国
東
半
島
で
小
ネ
ギ
を
生
産
す
る

上
原
農
園
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
上
原
隆
生
さ

ん（
五
四
歳
）た
ち
と
知
り
合
っ
た
。「
こ
の
地
に
、道

の
駅
を
造
り
た
い
」と
い
う
上
原
さ
ん
た
ち
の
構
想

に
亜
美
さ
ん
は
賛
同
し
、道
の
駅
や
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
の
視
察
に
同
行
し
た
。そ
こ
で
初
め
て
農
業
を

知
っ
た
。「
直
売
所
を
通
じ
て
消
費
者
と
交
流
し
た

り
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
と
交
流
し
た
り
と
農
業

に
は
い
ろ
ん
な
形
が
あ
る
。マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は

な
く
、む
し
ろ
可
能
性
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

　

次
第
に
農
業
そ
の
も
の
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

「
道
の
駅
が
で
き
て
も
、年
間
通
じ
て
安
定
供
給
さ

れ
る
農
産
物
が
な
け
れ
ば
、人
は
来
な
い
。生
産
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
」―
―
。い
つ
し
か
、自

ら
農
業
で
起
業
し
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、農
業
に
関
す
る
本
を
読
み

あ
さ
っ
た
。活
躍
す
る
女
性
農
業
者
の
情
報
も
集
め

た
。

　

有
機
農
業
や
六
次
産
業
化
と
い
う
切
り
口
で
活

躍
す
る
女
性
農
業
者
が
多
い
中
、亜
美
さ
ん
は
あ
え

て
水
耕
栽
培
を
選
ん
だ
。ま
ず「
年
間
安
定
し
て
生

産
で
き
、収
入
が
安
定
す
る
作
物
」と
い
う
経
営
面

か
ら
候
補
に
上
が
っ
た
。さ
ら
に「
私
は
虫
が
大
の

苦
手
。ク
リ
ー
ン
な
環
境
で
、重
い
荷
を
持
た
な
い

作
物
が
い
い
」と
い
う
理
由
か
ら
施
設
栽
培
に
絞
り

込
ん
だ
。大
分
県
で
施
設
栽
培
の
代
表
的
な
野
菜
と

い
え
ば
レ
タ
ス
、小
ネ
ギ
、ト
マ
ト
。特
に
、小
ネ
ギ

は
農
園
の
主
力
作
物
で
、近
く
で
就
農
す
れ
ば
生

産
、販
売
の
両
面
で
協
力
が
得
ら
れ
る
。し
か
し
、

「
収
穫
し
た
小
ネ
ギ
を
入
れ
る
コ
ン
テ
ナ
が
重
く
、

女
性
が
生
産
し
た
ネ
ギ
だ
と
言
っ
て
も
特
色
を
出

し
に
く
い
」と
判
断
。ト
マ
ト
は「
食
味
が
求
め
ら
れ

る
作
物
は
初
心
者
に
は
難
し
い
」と
選
択
肢
か
ら
外

し
た
。残
っ
た
品
目
が
レ
タ
ス
だ
。「
レ
タ
ス
と
い
え

ば
サ
ラ
ダ
。サ
ラ
ダ
は
健
康
志
向
の
女
性
向
き
の
品

目
。同
性
と
し
て
商
品
提
案
し
や
す
い
と
思
っ
た
ん

で
す
」。さ
ら
に
、宮
崎
県
で
ス
タ
ッ
フ
に
女
性
が
多

い
水
耕
レ
タ
ス
法
人
を
視
察
し
た
こ
と
も
強
く
影

響
し
た
。幅
広
い
年
齢
層
の
女
性
が
長
年
働
き
続
け

る
様
子
に
、女
性
が
輝
け
る
と
確
信
し
た
。

　
ひ
た
む
き
さ
に
支
援
者
が
続
々

　
二
〇
一
五
年
に
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
を
設
立
。三
〇
〇

〇
平
方
㍍
の
ハ
ウ
ス
建
設
に
は
、農
林
水
産
省
の
補

助
金
を
活
用
、さ
ら
に
、経
営
者
の
能
力
や
経
営
戦

略
を
重
点
的
に
審
査
さ
れ
る
事
業
性
評
価
に
よ
り

日
本
公
庫
か
ら
六
〇
〇
〇
万
円
の
融
資
を
受
け
た
。

　

補
助
金
交
付
や
融
資
決
定
の
決
め
手
は
販
路
を

P19：大阪府枚方市出身。大分県別府市の立命館アジア太平洋大学および、韓
国の慶煕大学卒業　P20：施設栽培の強みは周年出荷ができる点、販売価格が
安定している点だと言う（右上）　1日当たりおよそ2,500個のレタスを出荷。2
期目（2017～18年）には6,000万円の売上高を見込んでいる（右下右）　これ
だけまとまったハウスが建っているところは周辺になく、遠くからもかなり目
立つ（右下左）　娘の心亜ちゃんは、保育園から帰ってくると出荷作業を進ん
で手伝ってくれる。「将来は私が（農場を）やる」と言ってくれるそうだ（左）



2018・3 AFCフォーラム　21

確
保
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。亜
美
さ
ん
は
、上
原

農
園
の
取
引
先
で
あ
る
量
販
店
に
同
行
、営
業
の

上
、販
売
の
確
約
を
得
て
お
り
、さ
ら
に
は
上
原
農

園
が
行
う
関
東
方
面
へ
の
小
ネ
ギ
空
輸
に
も
レ
タ

ス
を
同
梱
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
一
六
年
七
月
か
ら
、本
格
的
な
レ
タ
ス
生
産
が
始

ま
っ
た
。施
設
内
の
設
備
を
導
入
し
た
企
業
の
技
術

者
か
ら
月
に
一
度
指
導
を
受
け
て
い
る
。経
験
豊
富

な
上
原
さ
ん
か
ら
も
都
度
、助
言
を
も
ら
う
。そ
れ

で
も
最
初
の
二
カ
月
は
大
変
だ
っ
た
と
言
う
。作
業

に
必
要
な
パ
ー
ト
の
人
数
が
分
か
ら
ず
、最
小
限
の

人
数
を
雇
用
し
た
。作
業
が
滞
っ
て
く
る
と
必
然
的

に
亜
美
さ
ん
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
。創
業
と

出
産
が
ほ
ぼ
同
時
期
だ
っ
た
亜
美
さ
ん
は
、娘
の
心こ

こ

亜あ

ち
ゃ
ん（
三
歳
）の
面
倒
を
見
る
た
め
に
、実
家
か

ら
両
親
に
来
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。早
朝
の
出

勤
と
夜
の
帰
宅
で「
子
ど
も
の
寝
顔
し
か
見
ら
れ
な

い
日
が
続
き
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
亜
美
さ
ん
を
周
り
は
放
っ
て
お
か
な

か
っ
た
。上
原
農
園
の
ス
タ
ッ
フ
、レ
タ
ス
を
集
荷

し
に
来
た
運
送
会
社
職
員
、建
設
中
の
出
荷
施
設
の

工
事
関
係
者
が
荷
物
を
運
ん
で
く
れ
た
り
、レ
タ
ス

を
買
っ
て
く
れ
た
。「
多
く
の
人
を
引
き
込
む
ほ
ど
、

と
に
か
く
頑
張
る
。そ
の
分
、負
け
ん
気
も
強
い
が

ね
」と
、上
原
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

　
子
連
れ
出
勤
に
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

　

亜
美
さ
ん
を
含
む
三
人
の
役
員
は
皆
、シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
だ
。「
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、子
ど
も
を
食
べ
さ
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
し
」と
亜
美
さ
ん
。こ
の
覚
悟
が
少
な
か
ら
ず
影

響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。現
在
、二
期
目
だ
が
、一
年

目
か
ら
黒
字
化
を
達
成
。二
年
目
で
あ
る
今
年
度
に

は
計
画
を
上
回
る
売
り
上
げ
を
達
成
で
き
そ
う
だ
。

　

ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
は
役
員
、パ
ー
ト
を
含
む
全
員

が
女
性
。ほ
と
ん
ど
の
レ
タ
ス
に
は
品
種
名
で
な
く
、

女
性
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
前
を
付
け
て
い
る
。

中
で
も
人
気
商
品
は『
コ
サ
ー
ジ
ュ
・
レ
タ
ス
』。

リ
ー
フ
レ
タ
ス
が
胸
な
ど
に
付
け
る
花
飾
り
に
見

え
る
こ
と
か
ら
名
付
け
た
。「
露
地
も
の
が
ほ
と
ん

ど
出
回
っ
て
お
ら
ず
、苦
み
が
な
い
の
で
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
安
定
し
た
人
気
が
あ
る
だ
と
思
い

ま
す
」　

農
業
で
あ
っ
て
も
一
般
の
会
社
の
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
想
い
が
亜
美
さ
ん
の
心
に
あ
る
。日

曜
の
休
日
、フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
、シ
ャ
ワ
ー

室
の
整
備
、子
連
れ
出
勤
し
て
も
子
ど
も
た
ち
を
遊

ば
せ
ら
れ
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
の
設
置
は
こ
う
し
た

想
い
を
反
映
さ
せ
た
も
の
だ
。そ
の
上
で
、今
後
は

農
業
に
よ
り
関
心
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。「
一
日
で
も
ハ
ウ
ス
の
様
子
を

見
な
い
と
異
変
が
起
こ
る
の
で
、観
察
力
が
重
要
で

す
。育
て
る
こ
と
が
大
好
き
で
、本
人
さ
え
構
わ
な

け
れ
ば
男
性
で
も
」と
語
る
。

　

創
業
五
年
目（
二
〇
二
一
年
）の
売
り
上
げ
目
標

は
一
億
円
。現
在
、年
間
一
五
～
二
〇
回
と
い
う
レ
タ

ス
の
回
転
率
を
さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
、そ
し
て
複
数

の
品
種
の
レ
タ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、カ
ッ
ト
し

た
り
と
加
工
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
検
討
中
だ
。

「
サ
ラ
ダ
の
み
な
ら
ず
、し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
食
べ
る

な
ど
レ
タ
ス
の
食
べ
方
の
提
案
も
し
て
い
け
れ
ば
」

と
亜
美
さ
ん
。輸
出
に
も
想
い
を
馳
せ
る
。「
そ
こ
ま

で
で
き
れ
ば
か
っ
こ
い
い
か
な
と
思
っ
て（
笑
）」

　

農
業
に
入
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
道
の
駅
構
想
。

建
設
計
画
は
未
定
だ
が
、実
現
の
た
め
に
こ
れ
か
ら

も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
言
う
。「
国
東
半
島
に
は

野
菜
や
か
ん
き
つ
な
ど
い
ろ
ん
な
作
物
が
あ
り
、世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
ほ
ど
素
敵
な
観
光
地

で
も
あ
り
ま
す
。生
産
者
が
ど
ん
な
想
い
で
農
産
物

を
作
っ
て
い
る
の
か
、そ
の
背
景
を
消
費
者
に
伝
え
、

交
流
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
。私
も
お
客
さ
ん

と
直
接
や
り
と
り
し
な
が
ら
販
売
し
た
い
」。二
〇

歳
代
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
落
ち
着
い
た
口
調
で
語

る
姿
が
印
象
的
だ
。手
を
差
し
伸
べ
る
人
々
の
期
待

に
応
え
な
が
ら
、決
し
て
寄
り
掛
か
ら
な
い
芯
の
強

さ
を
持
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
青
山 

浩
子
／
文
、河
野 

千
年
／
撮
影
）

役員、社員、パートを合わせて16人は全員女性。チーフマネージャーである後藤
加奈さん（右）は4人の子どものママでもある
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ソウルフードの風景

東京大学大学院情報学環 特任教授

William H. Coaldrake

ウィリアム・コールドレイク　
1952年日本生まれ。ハーバード大学客員教授、メルボルン大
学日本学初代主任教授歴任後、現在、現職および工学系研究
科建築学専攻客員研究員を兼務。1910年日英博覧会以降、行
方不明となっていた台徳院（徳川秀忠）霊廟の大型建築模型
の発見をきっかけに、英国ロイヤル・コレクション・トラス
ト代表として模型の修復プロジェクトをコーディネートし、
2015年4月に徳川家菩提寺である増上寺で日本初の展示を
実現した。同年エリザベス2世女王陛下よりその貢献を認め
られロイヤル•ヴィクトリア勲章を授与された。主な著書に、

『Architecture and Authority in Japan』（1996年、Routledge）、
『台徳院殿霊廟模型ガイドブック』（2017年、増上寺）など。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
的
食
品
に「
ベ
ジ
マ
イ
ト
」が
あ
る
。こ
れ
は
酵
母
エ

キ
ス
を
主
体
と
し
た
ペ
ー
ス
ト
で
、ト
ー
ス
ト
に
薄
く
塗
っ
て
食
べ
る
も
の
で
あ

る
。日
本
で
あ
ま
り
見
掛
け
な
か
っ
た
頃
、や
っ
と
見
つ
け
た
輸
入
食
材
店
で「
私

た
ち
に
は
欠
か
せ
な
い
味
」と
言
っ
た
と
こ
ろ
、店
の
ス
タ
ッ
フ
が「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
な
ん
で
す
ね
」と
、に
こ
や
か
に
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
包
ん

で
く
れ
た
。

　

英
語
で「Soul Food

」と
言
え
ば
、本
来
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
伝
統
料
理

の
こ
と
だ
が
、ど
う
や
ら
最
近
の
日
本
で
は
ふ
る
さ
と
を
感
じ
さ
せ
る
食
べ
物
を
指

す
よ
う
だ
。そ
れ
で
は
日
本
生
ま
れ
で
、静
岡
県
伊
東
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、五

歳
で
初
め
て
祖
国
の
地
を
踏
ん
だ
私
に
は
、何
が
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

私
の
父
は
戦
後
初
め
て
の
民
間
人
と
し
て
来
日
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
宣
教

師
で
あ
る
。父
は
戦
災
者
の
た
め
に
本
国
か
ら
粉
ミ
ル
ク
な
ど
食
糧
を
た
く
さ
ん

持
参
し
た
ば
か
り
か
、ウ
ー
ル
産
業
で
の
復
興
を
目
指
し
、羊
ま
で
連
れ
て
き
た
。

　

結
婚
し
て
初
め
て
日
本
に
渡
り
、そ
ん
な
戦
後
の
混
乱
の
中
で
私
を
育
て
た
母

は
、オ
レ
ン
ジ
の
代
わ
り
に
橙

だ
い
だ
いで

マ
マ
レ
ー
ド
を
作
る
な
ど
苦
労
し
た
そ
う
だ
が
、

納
豆
に
も
海の

苔り

に
も
抵
抗
の
な
い
私
の
舌
は
こ
こ
で
培
わ
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、母
の
自
慢
料
理
の「
ロ
ー
ス
テ
ッ
ド
ラ
ム
の
ミ
ン
ト

ソ
ー
ス
」や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
映
さ
れ
た「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」で
ご
存
じ
の
方

も
あ
る
で
あ
ろ
う「
ア
ッ
プ
ル
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
」な
ど
が
懐
か
し
い
味
だ
。

　

そ
の
後
一
八
歳
の
時
に
父
が
他
界
し
て
か
ら
は
、母
も
大
学
で
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
執
り
、私

も
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
入
学
し
て
多
忙
な
日
々
と
な
っ
た
。そ
こ
で
わ
が
家
で
は
母

と
創
作
し
た
、大
量
の
野
菜
と
肉
で
作
る「
コ
ー
ル
ド
レ
イ
ク
・
ミ
ン
ス
」と「
チ
キ

ン
シ
チ
ュ
ー
」が
時
短
料
理
の
定
番
と
な
り
、大
学
の
寮
で
も
こ
れ
を
交
互
に
作
っ

て
食
い
つ
な
い
だ
。こ
れ
が
私
の
ア
メ
リ
カ
時
代
の
思
い
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

日
本
建
築
を
専
門
と
す
る
私
は
日
豪
を
往
復
し
た
後
、現
在
は
日
本
で
研
究
を

続
け
て
い
る
が
、二
〇
一
五
年
に
は
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠

の
霊れ

い

廟び
ょ
う

模
型
の
一
部
を
復
元
し
公
開
し
た
。昨
年
秋
に
は
ス
ペ
イ
ン
で
こ
れ
に
関

す
る
講
演
を
し
、そ
の
際
に
招
待
さ
れ
た
日
本
大
使
館
の
公
邸
で
出
さ
れ
た
寿す

司し

に
ど
れ
ほ
ど
ほ
っ
と
し
た
こ
と
か
。ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
は
、実
は「com

fort food

」

（
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
食
べ
物
）な
の
で
は
と
、こ
の
時
実
感
し
た
。そ
し
て
、そ

れ
は
思
い
出
の
数
だ
け
存
在
す
る
こ
と
も
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

フォーラムエッセイ
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差
別
化
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
み

　

こ
だ
わ
り
の
飼
料
づ
く
り
で
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
強
い
健
康
卵
を
生
産
、し
か
も

島
根
県
内
の
養
鶏
生
産
者
で
生
産
組
合

を
つ
く
っ
て
飼
料
な
ど
の
生
産
資
材
を

共
同
化
、商
品
も『
ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
』と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
で
統
一
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
販
売
面
で
成
功
を
お
さ
め
て
い

る
養
鶏
集
団
が
あ
る
。

　

そ
の
中
核
に
い
る
の
が
一
九
七
〇
年

か
ら
二
代
に
わ
た
っ
て
養
鶏
を
営
む
有

限
会
社
旭
養
鶏
舎
だ
。

　

創
業
当
初
は
五
〇
〇
羽
程
度
の
規
模

だ
っ
た
が
、徐
々
に
経
営
規
模
を
拡
大

し
、現
在
は
、従
業
員
六
〇
人
、採
卵
養

鶏
二
五
万
羽
、育
成
鶏
七
万
羽
ま
で
拡
大

経
営
に
至
り
、年
間
売
上
高
も
一
三
億
円

ま
で
成
長
し
て
い
る
。鶏
の
種
類
は
ピ
ン

ク
色
の
卵
を
産
む「
ハ
イ
ラ
イ
ン
ソ
ニ

ア
」と
、赤
玉
の
卵
を
産
む「
ボ
リ
ス
ブ
ラ

ウ
ン
」の
二
種
類
だ
。

　

旭
養
鶏
舎
は
ひ
な
の
育
成
か
ら
、卵

の
採
卵
、洗
卵
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
、出
荷
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
独
自
の
こ
だ
わ
り

を
持
つ
。養
鶏
業
を
始
め
て
以
来「
安
全・

安
心
・
美
味
し
い
卵
」を
生
産
す
る
た
め

に
は
、卵
を
産
ん
で
く
れ
る
鶏
の
健
康
が

第
一
と
考
え
、飼
料
は
鶏
の
月
齢
別
に
、

水
は
新
鮮
な
地
下
水
を
汲
み
上
げ
給
付

す
る
。さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
飼
料
と
水
は

定
期
的
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
検
査
を
行
っ
て

い
る
、と
い
う
。

　

ま
た
、ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、野
鳥
の
侵

入
防
止
対
策
も
徹
底
し
、鶏
が
病
気
に

な
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、常
に
注
意
を

配
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
飼
料
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
名

付
け
た
、『
ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
』『
し
ま
ね
の

え
ご
ま
玉
子
』な
ど
差
別
化
し
た
ブ
ラ
ン

ド
商
品
を
開
発
し
、販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

卵
の
販
売
先
は
、主
に
山
陰
の
ス
ー

パ
ー
、生
活
協
同
組
合
、飲
食
店
、加
工
業

者
、Ｊ
Ａ
直
売
所
、ケ
ー
キ
店
と
多
岐
に

わ
た
る
。

　
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
と
の
出
合
い

　

竹
下
靖
洋
さ
ん（
四
一
歳
）に
よ
る
と
、

旭
養
鶏
舎
が
飼
料
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、地
域
の
養
鶏
農
家
で
定
期

的
に
勉
強
会
を
開
き
、鶏
の
健
康
を
考

え
試
行
錯
誤
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
、

と
い
う
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
出
合
っ
た
の
が
木

炭
と
木
酢
液
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
混
合
飼

料
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
だ
っ
た
。ネ
ッ
カ
リ
ッ

チ
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
腸
内
の
乳
酸

菌
が
増
殖
し
、腸
内
環
境
を
整
え
栄
養

成
分
の
吸
収
が
良
く
な
り
、鶏
の
免
疫

力
が
向
上
し
た
。

　

鶏
が
よ
り
健
康
に
な
り
、甘
み
と
コ
ク

が
あ
り
生
臭
み
の
な
い
昔
な
が
ら
の
お

信頼される地産外消の取り組み展開が必要、と語る

経営紹介

島根県大田市

　　　　資本金●9,900万円
　　　　　会長●竹下 正幸
代表取締役社長●竹下 靖洋
　　　事業内容●養鶏（採卵鶏）
　　　　　URL●http://www.asahiegg.co.jp/

有限会社旭養鶏舎

消費者ニーズ強い健康卵開発で成功
飼料など生産協業化しブランドも統一



24　AFCフォーラム 2018・3

経営紹介

い
し
い
卵
が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
こ
で『
ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
』と
命
名
し

四
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
販
売
し
始
め
た
。こ

だ
わ
り
の
飼
料
を
与
え
た
健
康
な
鶏
が

産
む
健
康
な
卵
は
、健
康
を
意
識
す
る

消
費
者
に
人
気
が
あ
り
、現
在
は
旭
養

鶏
舎
を
代
表
す
る
商
品
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
功
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
た

の
は
、旭
養
鶏
舎
の
現
会
長
で
、父
の
正

幸
さ
ん（
七
〇
歳
）だ
。三
〇
年
ほ
ど
前
に

県
内
の
養
鶏
農
家
に
働
き
掛
け
生
産
者

組
合
を
設
立
し
た
。

　

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
経

営
を
開
始
し
た
こ
と
も『
ネ
ッ
カ
エ
ッ

グ
』成
功
の
秘
訣
だ
。生
産
資
材
を
共
同

で
調
達
し
、組
合
員
の
間
で
市
況
を
見

な
が
ら
出
荷
調
整
を
行
う
こ
と
、そ
し
て

組
合
か
ら
共
同
出
荷
す
る
卵
の
名
前
も

『
ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
』の
ブ
ラ
ン
ド
名
に
統

一
、価
格
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、鳥
取
県
か
ら
山
口
県
ま
で
広

く
山
陰
地
域
で
流
通
し
て
お
り
、『
ネ
ッ

カ
エ
ッ
グ
』は
旭
養
鶏
舎
の
飼
育
羽
数
の

約
六
割
を
占
め
て
い
る
。

　
島
根
大
学
と
連
携

　

二
〇
〇
六
年「
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
で

も
食
べ
ら
れ
る
卵
」は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
と
島
根
大
学
と
共
同
で
研
究
に
着
手

し
た
。

　

知
人
の
お
子
さ
ん
が
卵
ア
レ
ル
ギ
ー

と
の
話
を
聞
き
、ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
な
い

卵
を
作
り
た
い
と
考
え
た
の
が
き
っ
か

け
だ
。

　

島
根
県
大
田
市
、川
本
町
、雲
南
市
の

特
産
品
で
あ
り
、健
康
に
良
い
と
さ
れ
る

「
え
ご
ま
」に
注
目
し
た
。シ
ソ
科
の
一
年

草
植
物
で
あ
る
え
ご
ま
は
、一
千
年
以
上

前
よ
り
食
さ
れ
て
お
り
、そ
の
ま
ま
で
も

食
べ
る
が
、お
菓
子
、お
茶
、味
噌
な
ど
の

加
工
品
に
も
利
用
さ
れ
る
。

　

え
ご
ま
に
は
脳
細
胞
を
活
性
化
さ
せ

る
作
用
が
あ
る
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸

（
Ｄ
Ｈ
Ａ
）や
、血
液
の
流
れ
を
良
く
す
る

働
き
が
あ
る
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）に
人
間
の
体
内
で
変
質
す
る

α
－
リ
ノ
レ
ン
酸
と
い
う
良
質
な
脂
肪

酸
が
多
く
含
ま
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
着
目
し
、県
内
で
生

産
さ
れ
た
え
ご
ま
に
海
藻
や
カ
キ
貝
化

石
粉
末
な
ど
を
加
え
た
特
殊
配
合
飼
料

え
ご
ま
マ
ッ
シ
ュ
を
開
発
し
、鶏
に
与
え

た
。

　
α
－
リ
ノ
レ
ン
酸
が
、え
ご
ま
か
ら
鶏

卵
に
移
行
す
る
か
、さ
ら
に
、鶏
卵
か
ら

人
に
移
行
す
る
か
、市
役
所
の
職
員
な

ど
の
協
力
も
得
て
、二
〇
〇
人
規
模
で
実

証
実
験
を
行
っ
た
。こ
の
結
果
、ア
レ
ル

ギ
ー
の
改
善
や
肥
満
防
止
、血
糖
値
抑

制
な
ど
、生
活
習
慣
病
の
改
善
な
ど
健

康
管
理
面
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
た
。二
〇
〇
九
年
、通
常
の
卵
よ
り

α
－
リ
ノ
レ
ン
酸
を
六
～
八
倍
多
く
含

む『
し
ま
ね
の
え
ご
ま
玉
子
』の
開
発
に

成
功
し
た
。

　

え
ご
ま
の
生
産
者
に
は
農
薬
や
化
学

肥
料
は
使
用
せ
ず
に
旭
養
鶏
舎
の
鶏
が

出
し
た
鶏
ふ
ん
堆
肥
を
有
機
肥
料
と
し

て
ペ
レ
ッ
ト
状
に
固
め
た
も
の
を
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。堆
肥
が
栄
養
の
一

部
と
な
っ
て
え
ご
ま
が
育
ち
、そ
れ
が
鶏

の
飼
料
と
な
る
と
い
う
地
域
循
環
型
、自

然
循
環
型
農
業
が
完
成
し
た
。

　
地
産
外
消
へ
の
挑
戦

　

県
内
の
鶏
卵
自
給
率
は
既
に
飽
和
状

態
だ
っ
た
が
、鶏
卵
加
工
品
に
目
を
付
け

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、二
〇
一
四

年
に
鶏
卵
加
工
場
と
直
売
所
を
開
設
し

た
。

　

工
場
で
は
、新
鮮
で
高
品
質
の
卵
を

使
用
し
た
加
工
品
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、

『
ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
』使
用
の
プ
リ
ン
、茶
わ

ん
む
し
、玉
子
と
う
ふ
な
ど
豊
富
な
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
が
そ
ろ
う
。社
員
の
半
数
以
上

は
女
性
と
い
う
旭
養
鶏
舎
は
、商
品
開

発
に
も
女
性
社
員
の
意
見
を
取
り
入
れ

「
普
段
の
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
、直
売
店
の
売
れ
行
き
は
好

調
だ
。

　

さ
ら
に
、『
し
ま
ね
の
え
ご
ま
玉
子
』を

使
用
し
た
化
学
調
味
料
無
添
加
の
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
と
え
ご
ま
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
開

発
。鮮
度
を
維
持
し
て
製
造
す
る
た
め

に
、加
工
す
る
直
前
に
割
卵
し
、最
も
新

鮮
な
状
態
の
卵
黄
を
使
用
す
る
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
た
。で
き
る
だ
け
酸
化
を
防
ぐ

よ
う
に
真
空
釜
で
ひ
と
釜
ず
つ
丁
寧
に

撹
拌
し
、品
質
管
理
も
ひ
と
釜
ご
と
に

実
施
。手
間
暇
か
け
少
量
生
産
だ
が
、さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ぬ
い
た
自

信
作
で「
酸
味
が
少
な
く
ま
ろ
や
か
」「
無

添
加
で
安
心
で
き
る
」と
顧
客
か
ら
の
評

判
も
上
々
だ
。

　

昨
年
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、公

益
社
団
法
人
中
央
畜
産
会
が
運
営
す
る

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ス
テ
ム
」

へ
の
挑
戦
を
開
始
し
た
。Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
農

業
生
産
工
程
管
理
の
こ
と
で
、東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村

な
ど
へ
納
品
を
す
る
に
は
取
得
が
必
要

と
な
る
。県
内
養
鶏
農
家
で
認
定
を
受

け
た
農
家
は
お
ら
ず
、旭
養
鶏
舎
は
島

根
県
初
を
目
指
す
。

　

日
本
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で

「
こ
れ
か
ら
は
地
産
地
消
に
加
え
て
、地

産
外
消
も
必
要
と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
」

と
理
由
を
話
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
に
根
差
し
た
経
営
を

行
い
、堅
実
な
人
柄
か
ら
も
地
元
消
費

者
の
信
頼
を
得
て
き
た
旭
養
鶏
舎
の
新

た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。　
　
　
　

 

（
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風
潮
が
何
と
な
く
あ
っ
た
。事
業
計
画
が
順
調
に
進
み
、売
り

上
げ
が
伸
び
れ
ば
お
の
ず
と
道
は
開
け
る
と
思
っ
て
い
た
関

係
者
も
多
か
っ
た
。そ
の
た
め
、六
次
産
業
化
を
す
る
こ
と
が

目
標
や
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、現
実
問
題
と
し
て「
六
次
産
業
化
法
」が
施
行
さ
れ

て
か
ら
七
年
を
経
過
し
、現
時
点
で
六
次
産
業
化
を
実
践
し
成

功
を
収
め
、規
模
拡
大
、雇
用
を
創
出
し
、所
得
向
上
で
き
た
人

が
い
っ
た
い
何
人
い
る
の
だ
ろ
う
？ 

そ
こ
に
バ
ラ
色
の
人
生

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

事
業
終
了
し
た
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
る
が
、成
功
と
言
え
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
。そ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
か
？

　

そ
の
要
因
の
一
つ
は
、自
分
は
な
ぜ
一
次
産
業
に
携
わ
っ
て

い
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
夢
を
実
現
し
た
い
の
か
、と
い
っ
た
自

己
の
状
況
判
断
や
分
析
な
ど
が
客
観
的
に
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
申
し
上
げ
た
い
。ま
ず
、自
身
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
事
業
計
画
を
し
っ
か
り
と
自
身
で
作
り
、そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
六
次
産
業
化
を
一
つ
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
。

次
産
業
化
」は
手
段
で
あ
っ
て
、目
標
や
目
的
で
は
な

い
と
、私
は
思
う
。

　
私
の
仕
事
は
現
在
、六
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
、ビ
ジ
ネ
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、一
次
産
業
の
農
業
者
の
、ま
た
二
次
、三

次
の
関
係
企
業
に
対
し
て
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
、キ
ャ
リ
ア
指
導
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。中
で
も
年
間
の

三
分
の
二
は
、六
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
全
国
の
一
次

産
業
者
の
と
こ
ろ
へ
伺
い
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
業
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
き
っ
か
け
は
農
業
者
の
仲

間
が
い
た
か
ら
だ
。そ
の
人
た
ち
の
影
響
も
あ
り
、今
で
も

日
々
、農
業
経
営
の
現
場
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
状
況

把
握
を
行
い
、年
間
何
百
と
い
う
数
の
人
た
ち
と
関
わ
り
仕
事

を
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
感
じ
る
の
は
、六
次
産
業
化
は
目
的
だ
、最
終

ゴ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
実
に
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。六

次
産
業
化
が
農
業
と
い
う
一
次
産
業
主
導
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
な
る
、と
話
題
に
な
っ
た
当
初
は
、六
次
産
業
化

を
行
え
ば
そ
の
先
に
は
バ
ラ
色
の
人
生
が
待
っ
て
い
る
と
い
う

●
か
め
や
ま 

は
つ
み
●

一九
六
五
年
京
都
府
生
ま
れ
。二
〇
〇
六
年
個
人
事

業
と
し
て
起
業
す
る
。〇
七
年
丸
亀
市
産
学
官
連

携
事
業
を
皮
切
り
に
、キ
ャ
リ
ア・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

か
が
わ
産
業
支
援
財
団
農
商
工
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、六
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
、香
川
県
六
次

産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
委
託
、中
小
企
業
庁
ち

い
さ
な
企
業
未
来
会
議
コ
ア
メ
ン
バ
ー
な
ど
を
経

験
。現
在
、六
次
産
業
化
中
央
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ン
ナ
ー
、愛
媛
県
松
山
商
工
会
議
所
農
商
工

連
携
研
究
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
企
業
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
株
式
会
社

ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
部 

部
長

（
五
三
歳
）

亀
山 

初
美
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個
々
の
事
業
者
が
己
を
見
つ
め
積
極
的
に
参
画
し
て
い
れ
ば
、

お
の
ず
と
自
分
の
経
営
状
態
を
把
握
し
、い
や
が
応
で
も
自
己

の
状
況
を
経
営
数
字
と
い
う
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
自

覚
す
る
こ
と
に
な
る
。そ
の
見
極
め
に
よ
っ
て
自
身
の
体
力
、

技
術
力
、経
済
力
な
ど
が
明
確
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
今
、何
を
な
す
べ
き
な
の
か
を
決
め
た
方
が
良
い
。

計
画
通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
人
の
多
く
は
、六
次
産
業
化
の
補

助
金
が
出
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
自
身
の
現
状
も
把
握

せ
ず
、そ
の
補
助
事
業
の
内
容
に
合
わ
せ
た
だ
け
の
事
業
計
画

で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
私
が
関
わ
っ
た
事
業
が
全
て
成
功
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
が
、寝
る
間
も
惜
し
ん
で
事
業
計
画
を
立
て
た
時
間
や
身

に
付
い
た
ス
キ
ル
と
い
う
も
の
は
、そ
の
後
も
事
業
に
活
か
さ

れ
決
し
て
無
駄
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
、必
死
で
取
り
組
ん
だ

人
た
ち
の
経
営
の
今
を
見
て
努
力
が
成
功
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、一
次
産
業
は
年
に
一

作
が
当
た
り
前
と
い
う
現
状
を
も
と
に
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（Plan

［
計
画
］→D

o

［
実
行
］→Check

［
評
価
］→A

ct
［
改

善
］）サ
イ
ク
ル
を
う
ま
く
回
す
こ
と
だ
。単
年
度
で
結
果
が
出

る
即
効
性
の
あ
る
策
な
ど
は
あ
ま
り
な
く
、三
年
、五
年
で
も

結
果
が
出
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
。そ
の
こ
と
を
関
係
者
は
十
分

理
解
す
べ
き
で
あ
る
。継
続
の
中
に
こ
そ
ヒ
ン
ト
は
あ
る
。

　
い
ま
一
度
、再
確
認
し
て
ほ
し
い
。六
次
産
業
化
法
に
は「
地

域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出

等
に
関
す
る
施
策
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、農
林
漁

業
等
の
振
興
等
を
図
る
と
と
も
に
、食
料
自
給
率
の
向
上
等
に

寄
与
す
る
こ
と
」と
あ
る
。法
の
目
的
は
農
林
漁
業
の
振
興
で

あ
り
、そ
の
目
標
の
一
つ
に
所
得
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。所
得

向
上
す
る
こ
と
で
担
い
手
創
出
、雇
用
創
出
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、規
模
拡
大
や
企
業
化
も
図
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。こ

の
目
標
・
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
が
六
次
産
業

化
で
あ
る
。六
次
産
業
化
を
行
う
こ
と
で
、足
元
を
見
詰
め
直

す
こ
と
が
で
き
、次
の
一
手
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。そ
の
積
み

重
ね
が
、所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

　
最
も
効
率
的
な
体
質
改
善
を
行
い
、自
身
の
強
み
を
武
器
に

経
営
拡
大
、良
質
経
営
が
で
き
る
か
？ 

昨
今
の
気
候
の
急
激

な
変
動
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
？ 

ま
だ
ま
だ
課
題
山
積
み
で

あ
る
一
次
産
業
。だ
か
ら
こ
そ
や
り
が
い
も
山
ほ
ど
あ
る
、と
思

う
。私
な
り
に
今
後
、農
業
経
営
現
場
の
仲
間
と
共
に
課
題
解

決
に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
行
う
つ
も
り
で
い
る
。　
　
　

一次
産
業
は
単
年
期
待
の
即
効
性
で
な
く

六
次
産
業
化
も
手
段
で
あ
り
目
的
で
な
い
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七
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
妻
や
子
ど

も
を
亡
く
し
た
若
い
農
業
者
が
、同
じ
境

遇
の
若
手
と
共
同
で
農
業
法
人
を
立
ち
上

げ
た
。産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農
業
経

営
体
を
目
指
し
、見
事
に
軌
道
に
乗
せ
た
。

今
で
は
若
手
農
業
者
を
育
成
す
る
な
ど
、

地
域
農
業
復
興
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
施
設
で
の
ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ
リ
、イ

チ
ゴ
の
栽
培
が
中
心
だ
が
、グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
も
取
得
し
、世
界
に
挑
戦
で

き
る
日
本
農
業
の
新
た
な
姿
を
見
る
思
い

が
す
る
。

　
ゼ
ロ
か
ら
法
人
経
営
ス
タ
ー
ト

─
─
阿
部
さ
ん
は
、本
格
的
に
農
業
を
始

め
る
際
、い
き
な
り
株
式
会
社
形
態
に
し
ま

し
た
。ゼ
ロ
か
ら
法
人
経
営
で
の
ス
タ
ー
ト

は
、大
変
な
挑
戦
だ
と
思
い
ま
す
。

阿
部　
き
っ
か
け
は
二
〇
一
一
年
三
月
一
一

日
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。妻
と
子
ど
も
三

人
、そ
れ
に
祖
母
を
亡
く
し
ま
し
た
。父
と

一
緒
に
や
っ
て
い
た
野
菜
の
ハ
ウ
ス
も
流

さ
れ
ま
し
た
。

　

が
れ
き
の
積
み
上
が
っ
て
い
る
農
地
を

前
に
、被
災
し
た
仲
間
た
ち
と
何
度
も
話

し
合
い
ま
し
た
。こ
の
町
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
。東
松
島
市
は
、東
北
は
、日

本
の
農
業
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

何
か
や
ら
な
け
れ
ば
と
の
想
い
は
あ
っ
た

け
れ
ど
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
。

　

そ
の
結
果
、こ
れ
か
ら
は
個
別
の
農
家
単

位
で
は
駄
目
だ
、農
業
を
産
業
と
し
て
や
っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
し
か
な
い
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
す
。

─
─
な
ぜ
で
す
か
。

阿
部　
家
族
二
人
で
農
業
を
や
っ
て
い
た

場
合
、一
人
が
病
気
な
ど
で
倒
れ
た
ら
、残

る
者
で
や
れ
る
の
か
。後
継
者
が
い
た
と
し

て
も
押
し
付
け
ら
れ
な
い
。自
分
の
場
合

も
、も
し
父
が
倒
れ
た
ら
自
分
だ
け
で
や
れ

る
の
か
、考
え
込
み
ま
し
た
。

　

私
に
も
野
望
が
あ
り
ま
し
た
。経
営
規

模
を
大
き
く
し
た
い
。性
能
の
い
い
機
械
を

入
れ
た
い
。

　

し
か
し
、自
分
一
人
で
は
先
の
展
望
が
開

け
な
い
。や
は
り
、個
人
で
は
限
界
も
あ
る
。

生
産
、販
売
先
確
保
、出
荷
、労
務
管
理
、財

務
管
理
を
主
体
的
に
や
れ
る
法
人
組
織
に

し
、産
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
、社
員
は
一
〇
人
、そ
れ
に
パ
ー
ト

が
三
四
人
い
ま
す
。社
員
の
出
身
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、二
〇
歳
代
の
非
農
家
の
若
者
が

多
い
で
す
。

　

厚
生
年
金
保
険
に
は
し
っ
か
り
加
入
し

て
い
ま
す
。企
業
の
厚
生
年
金
制
度
は
、農

家
の
年
金
制
度
よ
り
ず
っ
と
手
厚
い
。老
後

を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
厚
生
年
金
保
険
に

農
業
者
も
入
れ
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
の

も
、経
営
を
株
式
会
社
と
い
う
法
人
に
し
た

理
由
の
一
つ
で
す
。

　
大
震
災
で
家
族
五
人
を
失
う

─
─
な
る
ほ
ど
。思
い
出
し
た
く
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

時
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
部　
地
震
が
起
き
た
時
、自
宅
裏
の
ハ
ウ

ス
の
中
で
キ
ュ
ウ
リ
の
苗
の
手
入
れ
を
し

て
い
ま
し
た
。妻
と
祖
母
、そ
れ
に
小
学
校

や
保
育
園
か
ら
連
れ
戻
し
た
子
ど
も
三
人

は
、近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に

避
難
さ
せ
ま
し
た
。

　

自
分
と
父
は
、野
菜
の
苗
が
心
配
で
ハ
ウ

ス
に
戻
り
、そ
の
時
に
大
津
波
が
襲
っ
て
き

た
の
で
す
。父
を
電
柱
の
上
に
押
し
上
げ
、

世
界
に
挑
戦
す
る
新
た
な
農
業
を
目
指
す

若
手
経
営
者
が
東
日
本
大
震
災
の
逆
境
を
克
服

阿
部 

聡
さ
ん
宮
城
県

株
式
会
社
イ
グ
ナ
ル
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り



28　AFCフォーラム 2018・3

変革は人にあり

自
分
は
二
〇
〇
㍍
ほ
ど
流
さ
れ
ま
し
た
が
、

民
家
の
軒
先
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。避
難
所
に
い
た
妻
と
祖
母
、子
ど
も

三
人
は
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
、助

か
っ
た
の
は
自
分
と
父
の
二
人
だ
け
で
し
た
。

─
─
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

阿
部　
妻
は
三
四
歳
、長
女
一
一
歳
、長
男

一
〇
歳
、次
女
五
歳
、祖
母
七
八
歳
で
し
た
。

家
族
を
失
っ
た
こ
と
は
耐
え
難
か
っ
た
で

す
ね
。

　

震
災
後
、残
っ
た
自
宅
の
二
階
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
が
、何
も
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。何
も
す
る
気
が
起
き
な

く
て
、毎
日
、頭
を
よ
ぎ
る
の
は
死
ぬ
と
い

う
こ
と
だ
け
。無
気
力
な
日
々
が
三
カ
月
ぐ

ら
い
続
き
ま
し
た
。

─
─
立
ち
直
る
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の

で
す
か
。

阿
部　
そ
の
年
の
七
月
ご
ろ
、現
在
は
専
務

の
佐
藤
雄
則
さ
ん
か
ら
、イ
チ
ゴ
の
施
設
栽

培
を
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
と
誘
わ
れ
た

の
で
す
。気
が
紛
れ
る
か
な
と
思
っ
て
手
伝

い
始
め
ま
し
た
。

─
─
そ
ん
な
時
、法
人
設
立
を
話
し
合
っ
た

の
で
す
ね
。当
初
の
共
同
経
営
者
で
あ
る
四

人
は
、ど
う
い
う
関
係
な
の
で
す
か
。

阿
部　
私
と
同
じ
境
遇
で
、被
災
し
て
農

業
を
諦
め
か
け
て
い
た
若
い
武
田
真
吾
さ

ん
と
星
名
大
地
さ
ん
に
声
を
掛
け
ま
し
た
。

　

当
時
、私
が
三
二
歳
で
、佐
藤
さ
ん
が
三

八
歳
、竹
田
さ
ん
が
三
四
歳
、星
名
さ
ん
が

三
二
歳
で
し
た
。二
年
後
に
こ
の
地
域
で
イ

チ
ゴ
栽
培
を
し
て
い
た
斎
藤
大
樹
さ
ん（
当

時
三
〇
歳
）に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

─
─
今
の
経
営
陣
は
阿
部
社
長
、佐
藤
専

務
、そ
れ
に
三
常
務
の
体
制
で
す
が
、社
長

は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
で
す
か
。

阿
部　
じ
ゃ
ん
け
ん
で
、私
が
勝
っ
た
か
ら

で
す
。運
の
い
い
奴
が
勝
つ
と
い
う
の
で
、

経
営
に
運
を
呼
び
込
も
う
と
。

　
農
業
に
は「
想
い
」が
大
切

─
─
農
業
経
営
で
阿
部
さ
ん
が
心
掛
け
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

阿
部　
品
質
の
い
い
も
の
を
作
る
こ
と
。こ

れ
に
尽
き
ま
す
。ど
ん
な
種
を
ま
い
て
、苗

を
い
つ
植
え
て
、ど
の
よ
う
に
育
て
て
、だ

れ
が
収
穫
す
る
か
。ど
ん
な
農
薬
を
い
つ
何

回
ま
く
か
。ハ
ウ
ス
内
の
温
度
は
何
度
が
い

い
か
。そ
れ
ら
を
決
め
る
の
は
、作
業
を
す

る
人
の「
想
い
」で
す
。

　

ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ
リ
、イ
チ
ゴ
、ネ
ギ
な
ど
、

部
門
ご
と
に
話
し
合
い
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。私
は
ト
マ
ト
部
門
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、自
分
の
感
覚
で
社
員
に
指
示

し
て
も
、数
値
化
し
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
。

こ
の
時
期
な
ら
温
度
は
何
度
で
、二
酸
化
炭

素
濃
度
は
こ
の
ぐ
ら
い
と
具
体
的
に
し
ま

す
。数
値
は
指
標
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、お
い

し
い
ト
マ
ト
を
消
費
者
に
届
け
た
い
と
い

う
私
の
想
い
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。

─
─
農
産
物
の
販
売
は
ど
う
し
て
い
る
の

で
す
か
。

阿
部　
基
本
的
に
は
直
接
販
売
で
す
。農

協
出
荷
は
全
売
上
高
の
約
二
億
円
の
う
ち

六
〇
〇
万
円
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。販
売
先

は
、ロ
ー
ソ
ン
、セ
ブ
ン
＆
ア
イ
、イ
オ
ン
、

ヤ
オ
コ
ー
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

で
す
。

　

価
格
は
販
売
先
と
の
直
接
契
約
に
よ
り

決
め
て
い
ま
す
。農
協
を
通
じ
た
市
場
出
荷

と
比
べ
、高
値
で
取
引
で
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、キ
ュ
ウ
リ
な
ど
は
手
取
り
で
五

㌔
グ
ラ
ム
入
り
一
ケ
ー
ス
当
た
り
二
〇
〇

〇
円
で
取
引
し
て
い
る
時
期
に
、農
協
出
荷

トマト栽培のハウスで、農業への夢を語る阿部聡社長

Profile

あ
べ 

さ
と
し

一
九
七
八
年
宮
城
県
桃
生
郡
矢
本
町（
現
東
松
島
市
）生

ま
れ
。三
九
歳
。宮
城
県
立
河
南
高
校（
現・石
巻
北
高
校
）

卒
業
後
、合
板
会
社
に
就
職
し
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
た
。

当
初
、農
業
を
継
ぐ
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、農
業
を
営

む
父
か
ら
懇
願
さ
れ
結
婚
を
機
に
就
農
。東
日
本
大
震
災

で
妻
子
祖
母
を
亡
く
す
。農
業
施
設
も
失
っ
た
が
、営
農

再
開
を
決
意
し
イ
グ
ナ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
代
表
に
な
る
。株

式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
石
巻
の
代
表
を
兼
務
。

株
式
会
社
イ
グ
ナ
ル
フ
ァ
ー
ム

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日
設
立
。資
本
金
七
〇
〇
万
円
。

経
営
面
積
は
四
・
八
㌶
（
ハ
ウ
ス
施
設
で
ト
マ
ト
〇
・
七

㌶
、キ
ュ
ウ
リ
〇
・
七
㌶
、イ
チ
ゴ
一
・
四
㌶
、畑
で
ネ
ギ

二・〇
㌶
を
栽
培
）。売
上
高
二
億
二
〇
〇
〇
万
円
。社
員

一
〇
人
、パ
ー
ト
三
四
人
。地
域
の
若
い
農
業
者
四
人
で

立
ち
上
げ
た
法
人
で
、社
名
の「
イ
グ
ナ
ル
」は
、こ
の
地

方
の
方
言
で「
よ
く
な
る
」を
意
味
す
る
。会
社
の
経
営

だ
け
で
な
く
、地
域
農
業
、地
域
経
済
な
ど
全
て
が
イ
グ

ナ
ル
こ
と
を
願
っ
て
命
名
し
た
。

Data
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変革は人にあり

だ
と
七
〇
〇
円
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

農
協
、卸
売
市
場
、バ
イ
ヤ
ー
の
手
数
料
、運

賃
な
ど
を
考
え
れ
ば
や
む
を
得
な
い
の
で

し
ょ
う
け
れ
ど
、コ
ス
ト
の
か
さ
む
流
通
経

路
は
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
時
間
の
面
で
も
、キ
ュ
ウ
リ
が
出
荷

か
ら
小
売
店
の
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
に
二
日

も
か
か
る
の
は
残
念
で
す
。直
売
な
ら
翌

日
、店
頭
に
並
ぶ
の
に
。

─
─
な
ぜ
直
接
販
売
な
の
で
す
か
。

阿
部　
個
人
農
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、農
産

物
を
農
協
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。そ
の
相
場

は
い
い
時
も
あ
れ
ば
悪
い
時
も
あ
る
。あ
る

意
味
、賭
け
の
よ
う
な
も
の
で
、経
営
の
先

行
き
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。

　

隣
の
農
家
よ
り
品
質
の
い
い
も
の
を

作
っ
て
も
、共
同
出
荷
だ
か
ら
価
格
は
同

じ
。こ
れ
だ
け
い
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
と

い
う
本
来
は
消
費
者
に
発
信
す
る
情
報
が
、

生
産
者
の
組
合
内
で
の
自
慢
話
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
。生
産
し
た
農
産
物
の
価
値
を

自
分
で
付
け
ら
れ
る
経
営
に
し
な
い
と
、先

の
見
通
し
は
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
若
い
就
農
者
を
育
て
た
い

─
─
地
域
農
業
の
復
興
に
、ど
ん
な
貢
献

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

阿
部　
若
い
就
農
者
を
育
て
る
こ
と
に
、少

し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
員
は
一
〇
人
い
ま
す
が
、う
ち
の
経
営
規

模
な
ら
八
人
で
十
分
な
の
で
す
。現
在
、年

内
に
独
立
を
予
定
し
て
い
る
も
の
が
二
人

お
り
、彼
ら
に
は
、離
農
し
た
人
か
ら
借
り

た
ハ
ウ
ス
を
改
造
し
て
イ
チ
ゴ
の
栽
培
技

術
や
経
営
管
理
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。独
立
で
き
る
め
ど
が
立
て
ば
、地
元
の

役
場
や
農
業
委
員
会
に
新
規
就
農
者
と
し

て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。も
し
自
分
だ
っ
た
ら
、こ
ん
な
こ

と
を
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
思
う
こ

と
を
、私
は
や
っ
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。

─
─
栽
培
技
術
を
学
べ
る
上
に
、お
金
が

も
ら
え
る
な
ん
て
、新
規
就
農
者
に
は
す
ご

く
い
い
で
す
ね
。

阿
部　
自
分
が
農
業
を
始
め
た
時
に
は
資

金
も
な
く
、技
術
も
未
熟
で
何
度
も
失
敗

し
ま
し
た
の
で
、若
い
人
に
は
私
が
経
験
し

た
よ
う
な
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
わ
ず
に
農

業
を
始
め
さ
せ
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。

　

も
う
か
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
あ
げ
れ

ば
、非
農
家
出
身
者
で
も
農
業
を
始
め
ら

れ
、地
域
農
業
の
復
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
彼
ら
を
甘
や
か
す
た
め
で
は
な

く
、独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
に
自
分
の
責
任

で
お
客
さ
ま
の
口
に
入
れ
る
も
の
を
作
っ

て
い
る
と
い
う
重
い
責
任
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
厳
し
く
指
導
し
て
い
ま
す
。

─
─
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）の
活
用
に
積
極
的

で
す
ね
。

阿
部　
二
〇
一
三
年
か
ら
電
子
機
器
メ
ー

カ
ー
の
富
士
通
と
一
緒
に
施
設
園
芸
Ｓ
ａ

ａ
Ｓ（
サ
ー
ズ
）と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
イ
チ

ゴ
の
ハ
ウ
ス
に
導
入
し
て
い
ま
す
。イ
チ
ゴ

栽
培
に
適
し
た
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、湿
度
、

二
酸
化
炭
素
濃
度
、施
肥
の
時
期
と
頻
度

な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、品
質
、収
量
で

最
適
な
栽
培
環
境
を
制
御
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ス
ト
は
掛
か
り
ま
す
が
、イ
チ
ゴ
の
収

量
は
一
〇
㌃
当
た
り
一
般
的
に
は
五
㌧
余

り
で
す
が
、う
ち
は
七
㌧
取
れ
る
の
で
、こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
良
か
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
海
外
生
産
も
視
野
に

─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ（
生
産
工
程
管

理
）に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

阿
部　
一
四
年
二
月
に
認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。「
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
何
か
」と
、い
う
と
こ

ろ
か
ら
勉
強
を
始
め
ま
し
た
が
、い
つ
ど
ん

な
農
薬
を
ど
れ
ぐ
ら
い
ま
い
た
か
、き
ち
ん

と
記
録
す
る
、ハ
ウ
ス
に
入
る
前
と
後
に
手

を
洗
う
、農
薬
を
ま
い
た
後
に
は
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
習
慣
に
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
品
質
向
上
に
は
必
要
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ハ
ー
ド
ル

は
高
く
、コ
ス
ト
も
掛
か
り
ま
す
が
、徹
底

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

農
産
物
は
人
の
口
に
入
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、生
産
者
の
信
用
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。Ｇ
Ａ
Ｐ
は
生
産
者
が
お
客
さ
ま
と
の
約

束
を
果
た
す
証
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
。

─
─
今
後
ど
の
よ
う
な
農
業
経
営
体
に
し

て
い
き
た
い
の
か
、そ
の
経
営
戦
略
は
。

阿
部　
今
作
っ
て
い
る
ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ
リ
、

イ
チ
ゴ
、長
ネ
ギ
の
全
て
が
、発
注
に
応
え

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。こ
れ
ら
の

生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
、い
く
つ
か
分
散

し
て
い
る
生
産
拠
点
ご
と
に
、規
模
を
拡
大

し
て
産
地
化
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
パ
プ
リ
カ
と
か
、今
ま
で
栽
培
し

て
い
な
か
っ
た
新
し
い
作
物
に
も
乗
り
出

し
た
い
。

　

規
模
は
拡
大
し
た
い
の
で
す
が
、農
地
は

あ
っ
て
も
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
の
能

力
が
つ
い
て
い
か
な
い
と
駄
目
な
の
で
、そ

れ
に
対
応
で
き
る
人
材
開
発
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、生
産
拠
点
は
必
ず
し
も
日
本
に

限
ら
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

パ
プ
リ
カ
は
今
、韓
国
か
ら
た
く
さ
ん
輸
入

さ
れ
て
い
ま
す
が
、韓
国
よ
り
も
っ
と
栽
培

し
や
す
い
環
境
の
国
か
ら
日
本
市
場
に
入

れ
る
方
が
、コ
ス
ト
が
掛
か
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
で
、日
本
の
栽
培
管
理
技
術
を
使
っ

て
、い
い
も
の
を
安
く
た
く
さ
ん
作
る
と
い

う
構
想
で
す
。

　

す
で
に
タ
イ
で
農
業
生
産
を
始
め
て
い

る
日
本
の
法
人
も
あ
り
ま
す
か
ら
、私
た
ち

も
い
ず
れ
は
海
外
で
生
産
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

村
田 

泰
夫
）
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西
武
秩
父
線
の
西
武
秩
父
駅（
埼
玉
県
秩
父
市
）

か
ら
南
東
に
約
八
〇
〇
㍍
、広
大
な
羊

ひ
つ
じ
山や

ま

公
園

の
南
西
隅
、羊
山
セ
ン
タ
ー
近
く
に「
埼
玉
緬め

ん

羊よ
う

発
祥

之
地
」と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
碑
は
、一
九
四
八
年
に
埼
玉
県
の
緬
羊
協
会

が
建
立
し
ま
し
た
。 

　

石
碑
に
は
、「
大
正
の
中
頃
よ
り
農
業
経
営
の
衰
退

著
し
く
国
家
は
挙
げ
て
対
策
に
苦
慮
せ
り　

吾
等
同

志
は
有
畜
多
角
経
営
に
非
ら
ず
ん
ば
こ
の
難
局
を
打

開
し
得
ず
と
痛
感
し
飼
育
の
最
も
簡
易
に
し
て
多
量

の
肥
料
と
衣
料
及
び
食
糧

を
得
る
緬
羊
飼
育
を
日
夜

農
家
に
力
説
せ
り　

そ
れ

が
急
速
な
る
発
展
は
県
緬

羊
種
畜
場
の
新
設
に
依
る

を
最
善
な
り
と
信
じ
昭
和

九
年
三
月
秩
父
郡
下
町
村

長
郡
農
会
各
種
団
体
並
に

飼
育
者
一
同
連
署
を
以
つ

て
当
局
に
陳
情
書
を
提
出

せ
り　

当
局
に
在
り
て
は

其
の
重
要
性
を
認
む
る
と
共
に
郡
下
各
町
村
特
に
秩

父
町
及
び
飼
育
者
同
志
の
絶
大
な
る
努
力
と
協
力
を

得
て
同
十
年
十
月
此
の
地
を
選
び
埼
玉
県
立
種
畜
場

秩
父
分
場
の
開
設
を
見
た
…
以
下
中
略
…
永
遠
に
記

念
す
る
と
共
に
将
来
緬
羊
飼
育
発
展
に
伴
い
農
村
興

隆
の
資
に
供
せ
ん
と
す
」と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
ヒ
ツ
ジ
は
、明
治
以
前
に
大
陸
か
ら
の
献
上

物
と
し
て
海
を
越
え
て
き
た
こ
と
が
い
く
つ
か
の
古

書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、家
畜
と
し
て
の
ヒ
ツ
ジ

は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
政
府
が
畜
産
を
奨
励
し
た
こ
と
で
、明
治
初

年
、羊
毛
を
目
的
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
の
を
最

初
に
、六
〇
〇
〇
頭
の
ヒ
ツ
ジ
が
導
入
さ
れ
、一
八
七
五

年
に
大
久
保
利
通
に
よ
っ
て
千
葉
県
の
下し

も

総う
さ

に
牧
羊

場
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
日
本
で
の
本
格
的
な
ヒ
ツ
ジ
の
飼
育
の

始
ま
り
で
す
。羊
毛
は
防
寒
用
の
軍
服
に
用
い

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、第
一
次
世
界
大
戦
中
の
大
正
期
お

よ
び
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
国
策
と
し
て
ヒ
ツ
ジ
の

飼
育
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。ヒ
ツ
ジ
の
飼
養
頭
数
は
第

二
次
世
界
大
戦
直
前
に
一

九
万
頭
、一
九
五
七
年
に
は

九
四
万
頭
ま
で
増
加
し
ま

し
た
が
、輸
入
羊
毛
と
の

価
格
競
争
に
負
け
、七
五

年
に
は
一
万
二
〇
〇
〇
頭

に
ま
で
激
減
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
に
は
一
万

頭
を
切
り
ま
し
た
が
、〇

六
年
以
降
、ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
ブ
ー
ム
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
が
あ
る
健
康
な
食
肉
な
ど
と
見
直
さ
れ
、一
三
年

に
は
一
万
六
〇
〇
〇
頭
に
増
加
し
、約
半
数
が
北
海
道

で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、ヒ
ツ
ジ
の
枝
肉
生

産
量
は
一
八
〇
㌧
程
度
で
す
。こ
れ
は
日
本
の
羊
肉
消

費
量
全
体
で
み
る
と
約
一
％
で
、多
く
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
で
す
。

　

公
園
に
冠
さ
れ
た「
羊
山
」の
名
は
、碑
文
の
よ
う
に

戦
前
に
県
の
緬
羊
種
畜
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、芝
桜
の
丘
の
西
に「
ふ
れ
あ
い
牧
場
」

が
あ
り
、多
く
の
ヒ
ツ
ジ
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。　
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き
り
老
人
で
も
で
き
る
貸
地
に
よ
る
農
業
な
の
だ
！
」と

い
う
信
念
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
誕
生
し
た
、

農
業
を
中
心
に
都
市
と
田
舎
と
の
活
気
あ
る
交
流
を
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
ド
イ
ツ
語
で「
小
さ
な
庭
」

で
す
が
、日
本
で
は
主
に
滞
在
型
市
民
農
園
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。滞
在
型
と
い
う
の
は
一
般
の
市
民
農
園
と
違
い
、

ラ
ウ
ベ（
滞
在
小
屋
）が
付
い
て
い
る
た
め
で
す
。四
賀
地

区
に
は
ラ
ウ
ベ
五
三
区
画
の
坊
主
山
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
と
七
八
区
画
の
緑
ケ
丘
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
二
カ
所

が
あ
り
ま
す
。

　

四
賀
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
は
ガ
ル
テ
ナ
ー
に
共
通

の
条
件
を
付
し
て
あ
り
ま
す
。①
作
物
は
必
ず
有
機
無
農

薬
農
法
で
行
う
、②
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
ゴ
ミ
は
全
て

持
ち
帰
る
、③
地
域
の
伝
統
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
す

る
、④
日
用
品
や
食
材
は
基
本
的
に
四
賀
地
区
内
で
調
達

す
る
、⑤
一
カ
月
に
三
泊
四
日
も
し
く
は
六
日
間
は
利
用

す
る
こ
と
、で
す
。①
と
②
は
、資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

に
、③
と
④
は
地
区
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
気
持
ち
か
ら
、そ
し
て
⑤
は
農
園
の
手
入
れ

の
た
め
の
最
低
限
必
要
な
日
数
だ
と
考
え
決
め
ま
し
た
。

こ
の
条
件
に
対
す
る
ガ
ル
テ
ナ
ー
か
ら
の
不
満
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

　
有
機
農
法
で
作
物
を
生
産

　

資
源
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
上
で
環
境
整
備
が
伴

い
ま
す
。四
賀
地
区
で
は
ガ
ル
テ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
一
般

農
家
に
お
い
て
も
水
稲
か
ら
小
麦
、ソ
バ
、蔬
菜
、果
樹
に

至
る
ま
で
有
機
た
い
肥
を
使
用
し
た
栽
培
が
盛
ん
な
地

で
す
。そ
こ
で
、畑
を
は
じ
め
ラ
ウ
ベ
周
囲
の
芝
生
の
中

に
生
え
る
雑
草
や
台
所
の
野
菜
く
ず
が
ゴ
ミ
と
な
り
ま

す
の
で
、こ
う
し
た
も
の
は
ガ
ル
テ
ナ
ー
自
身
が
肥
料
化

し
て
区
画
内
で
施
用
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
区
に
は
養
鶏
農
家
が
数
軒
あ
り
、行
政
主
導

で
そ
こ
か
ら
出
る
鶏
ふ
ん
を
有
機
セ
ン
タ
ー
に
一
括
集

め
て
肥
料
化
し
て
い
ま
す
。完
成
さ
れ
た
有
機
肥
料
は

「
福
寿
有
機
」と
い
う
名
前
で
長
野
県
内
の
あ
ち
こ
ち
で

販
売
さ
れ
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
二
七
年
前
に
四
賀
村
長
が
提
唱

　
「
こ
ん
に
ち
は
～
。今
、来
ま
し
た
よ
！
」と
車
の
助
手

席
か
ら
道
端
の
畑
に
い
た
私
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の

は
横
浜
の
Ｙ
さ
ん
。私
も
元
気
に「
こ
ん
に
ち
は
！ 

よ
く

早
く
着
い
た
ね
え
」と
返
事
を
返
す
と
、す
か
さ
ず「
今
朝

は
五
時
に
家
を
出
て
き
た
か
ら
ね
。買
っ
て
き
た
キ
ャ
ベ

ツ
の
苗
を
早
く
植
え
よ
う
と
思
っ
て
ね
」と
満
面
の
笑
み

で
答
え
て
く
れ
、運
転
席
の
ご
主
人
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
な
が
ら
ガ
ル
テ

ナ
ー
さ
ん（
利
用
者
）が
次
か
ら
次
へ
と
四
賀
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
を
目
指
し
や
っ
て
き
ま
す
。そ
し
て
、地
域
住

民
と
い
た
る
所
で
こ
う
し
た
会
話
が
飛
び
交
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
長
野
県
松
本
市
四
賀

地
区
は
、資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

有
機
無
農
薬
栽
培
、緑
豊
か
な
美
し
い
景
観
づ
く
り
、そ

し
て
都
市
と
田
舎
と
の
活
気
あ
る
交
流
を
実
践
し
て
い

ま
す
。一
九
九
一
年
当
時
の
四
賀
村
長
の「
新
し
い
農
業
の

在
り
方
は
、遊
休
荒
廃
農
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
寝
た

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

滞
在
型
市
民
農
園
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

地
域
住
民
が
交
流
す
る
田
舎
親
戚
制
度

長
野
県
松
本
市

四
賀
む
ら
づ
く
り
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

金
井 

保
志
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前
述
の
通
り
、四
賀
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
有
機
農
法

が
必
須
で
す
の
で
、毎
年
、全
ガ
ル
テ
ナ
ー
に「
福
寿
有

機
」三
〇
㍑
入
り
を
一
〇
袋
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す
。ガ

ル
テ
ナ
ー
さ
ん
の
愛
情
と
福
寿
有
機
に
よ
っ
て
育
っ
た

作
物
は
、信
州
特
有
の
朝
晩
の
寒
暖
差
も
相
ま
っ
て
甘
く

て
と
て
も
お
い
し
い
。あ
る
ガ
ル
テ
ナ
ー
さ
ん
は
、「
ト
マ

ト
嫌
い
の
孫
が
こ
こ
で
で
き
た
ト
マ
ト
だ
け
は
食
べ
て

く
れ
る
」と
喜
ん
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
ガ
ル
テ
ナ
ー
が
ど
の
よ

う
な
楽
し
み
方
を
す
る
の
か
少
し
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

緑
ケ
丘
の
ガ
ル
テ
ナ
ー
さ
ん
は
ラ
ウ
ベ
に
到
着
す
る
と

ま
ず
薪
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
お
こ
し
て
湯
を
沸
か
し
た
り

調
理
を
し
た
り
と
重
宝
に
使
い
分
け
し
ま
す
。比
較
的
平

坦
で
陽
光
そ
そ
ぐ
坊
主
山
の
ガ
ル
テ
ナ
ー
さ
ん
は
ラ
ウ

ベ
に
荷
物
を
入
れ
る
と
畑
の
様
子
を
見
回
り
ま
す
が
、春

か
ら
秋
の
間
は
す
ぐ
に
草
取
り
か
ら
始
め
ま
す
。雨
降
り

の
後
三
日
も
す
れ
ば
雑
草
だ
ら
け
で
、野
菜
が
ど
こ
に
あ

る
か
区
別
が
つ
か
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
か
ら
、一
カ
月

に
三
泊
四
日
も
し
く
は
六
日
以
上
の
利
用
の
ゆ
え
ん
は

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

四
賀
む
ら
づ
く
り
で
は
、四
賀
の
里
で
の
時
間
を
よ
り

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
近
隣
の
観
光
地
や
地
域
イ
ベ
ン

ト
を
掲
載
し
た「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
だ
よ
り
」を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ル
テ
ナ
ー
の
中
に
は
、地
域
に
移
住
を
希
望
さ
れ
る

方
も
多
い
で
す
。現
在
ま
で
に
、八
人
の
方
が
移
住
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
む
ら
づ
く
り
」を
会
社
名
に
掲
げ
る
私
た

ち
は
、無
償
で
仲
介
を
し
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、「
不
在

に
し
て
い
て
も
想
い
入
れ
の
あ
る
わ
が
家
」と
考
え
る
人

が
多
い
た
め
に
空
き
家
は
あ
る
け
れ
ど
も
、な
か
な
か
移

住
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　
田
舎
の
親
戚
制
度
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

畑
作
業
や
田
舎
暮
ら
し
初
心
者
で
も
気
軽
に
利
用
す

る
た
め
に
も
地
域
住
民
と
の
交
流
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
、四
賀
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
は
独
自
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
が「
田
舎
の
親
戚
制
度
」で
す
。地
域
住

民
が「
田
舎
の
親
戚
」と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、各
区
画
の
ガ
ル
テ

ナ
ー
と
市
民
と
で
肩
の
凝
ら
な
い
親
戚
関
係
を
結
ん
で

も
ら
い
、積
極
的
に
交
流
し
た
り
、ガ
ル
テ
ナ
ー
の
畑
作

業
の
協
力
な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。付
き
合
い
方
は
当
事

者
同
士
に
任
せ
て
い
ま
す
が
、冠
婚
葬
祭
に
も
参
加
し
合

う「
親
戚
」も
見
ら
れ
ま
す
。地
域
住
民
に
は
、都
会
の
人

profile
四

し

賀
が

むらづくり株式会社金井 保志　かない やすし

1946年長野県東筑摩郡四賀村
（現在、松本市）生まれ（71歳）。
地元の高校を卒業後、６年間名
古屋市の民間企業に勤務後、
帰郷して旧四賀村役場に勤務
する。2005年、農業を営むかたわ
ら四賀むらづくり（株）執行役員
を経て代表取締役に就任。同年
4月からは四賀地区町会連合会
長を４年間務め、地域づくりの基
礎をなした。趣味はバイクとカラ
オケで、ビールをよくたしなむ。

1993年に坊主山クラインガルテ
ンの供用開始があり、年次毎に
区画が増えてきた95年10月にク
ラインガルテン施設管理のため
に第三セクターとして設立。以
後、その他公共施設管理や環
境整備を手掛け、2004年からは
宿泊部門で穴沢温泉松茸山荘
の経営を担う。社内に松本市四
賀観光協会の事務局を置き、

「福寿草まつり」も企画運営をし
ている。

上：年３回行われる「土づくり講習会」で熱心に学ぶガルテナー
下：薪ストーブ煙突が特徴の緑ヶ丘のラウベ群
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ナ
ー
同
士
の
交
流
に
も
一
役
を
買
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

創
設
ま
で
に
は
高
い
カ
ベ

　

こ
の
よ
う
に
、大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
四
賀
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
す
が
、創
設
ま
で
に
は
高
い
カ
ベ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
一
九
九
一
年
当
時
、「
四
賀
村
」だ
っ
た
四
賀
地
区
は
、大

都
市
で
あ
る
松
本
市
に
隣
接
し
交
通
の
便
も
そ
れ
ほ
ど

悪
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
れ
と
い
っ
た
観
光
資
源

も
な
く
、か
つ
て
農
業
の
主
軸
で
あ
っ
た
養
蚕
業
の
衰
退

で
荒
廃
桑
園
が
多
く
残
っ
て
い
る
状
態
で
活
気
が
あ
る

と
は
お
世
辞
に
も
言
え
な
い
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
村
長
に
就
任
し
た
中
島
学
さ
ん
は
、五
三

年
頃
か
ら
欧
州
各
地
を
酪
農
視
察
に
訪
れ
て
い
た
折
に

見
か
け
た
小
さ
な
庭
づ
く
り
が
脳
裏
を
離
れ
ず「
日
本
も

近
い
う
ち
に
ゆ
と
り
生
活
を
望
む
人
が
増
え
る
」と
考
え
、

新
し
い
農
業
経
営
の
在
り
方
と
都
市
の
交
流
事
業
を
組

み
合
わ
せ
た
日
本
的
な
市
民
農
園
を
模
索
し「
田
舎
暮
ら

し
」に
着
目
、滞
在
型
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
創
設
を
長

野
県
の
窓
口
に
申
し
込
ん
だ
の
で
す
。

　

そ
の
頃
、日
本
で
は
市
民
農
園
が
余
り
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、当
局
は「
観
光
事
業
だ
か
ら
そ
の
企
画
に
は
乗
れ
な

い
」と
当
初
冷
た
か
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、彼
の
熱
意
に

と
う
と
う
承
認
。と
こ
ろ
が
、村
長
本
人
も
予
想
だ
に
し

な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
、今
度
は
村
長
支
持
者
か
ら

「
大
事
な
税
金
を
何
で
都
会
の
人
向
け
に
使
わ
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
ん
だ
」と
喧け

ん
々け

ん

囂ご
う

々ご
う

と
な
り
、さ
ら
に
村
議
会

に
発
展
し
ま
し
た
。「
市
民
農
園
創
設
議
案
」は
収
束
に
向

か
う
ま
で
に
一
年
余
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。結
果
、

村
議
会
で「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
創
設
は
う
ま
く
い
く
筈

が
な
い
か
ら
、こ
れ
を
承
認
し
て
も
事
業
に
失
敗
す
れ
ば
、

村
長
は
退
任
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
」と
結
論
し
、承

認
と
な
り
ま
し
た
。今
で
は
笑
い
話
で
す
が
真
剣
に
創
設

反
対
論
議
を
し
た
も
の
で
す
。

　
ガ
ル
テ
ナ
ー
が
に
ぎ
わ
い
発
信

　

し
か
し
な
が
ら
、事
業
に
着
手
し
て
み
る
と
、当
初
か

ら
行
政
視
察
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
押
し
寄
せ
、今
で
は
全

国
に
八
〇
カ
所
以
上
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
見
る
に

至
っ
た
の
で
す
。地
区
住
民
は
皆
び
っ
く
り
！ 

創
設
反

対
か
ら
転
じ
て
住
民
の
誇
り
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
住
民
は
お
金
持
ち
の
気
位
の
高
い
都
市
住
民

が
来
て
農
作
業
着
姿
の
自
分
た
ち
を
笑
う
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
ど
と
、疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。で
も
、そ
ん
な
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。む
し
ろ
、ガ
ル

テ
ナ
ー
か
ら
田
舎
の
し
が
ら
み
を
取
り
払
う
よ
う
な
新

し
い
考
え
方
や
発
想
を
住
民
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

四
賀
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
ガ
ル
テ
ナ
ー
の
共
通
点

は
ア
ル
プ
ス
登
山
の
経
験
が
あ
る
こ
と
で
す
。ア
ル
プ
ス

を
眺
め
ら
れ
る
こ
の
地
が
気
に
入
り
、「
空
気
と
水
が
お

い
し
い
」「
原
風
景
と
ど
め
る
静
か
な
山
間
が
何
と
も
情

緒
を
醸
し
出
し
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。

　

田
舎
の
親
戚
で
あ
る
地
域
住
民
を
慕
っ
て
く
れ
、資
源

循
環
型
社
会
を
目
指
す
地
区
の
施
策
を
理
解
し
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
の
農
園
以
外
に
も
積
極
的
に
地
区
の
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
て
く
れ
る
。地
域
と
地
域
住
民
の
魅
力

も
ガ
ル
テ
ナ
ー
の
実
践
か
ら
全
国
に
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。に
ぎ
わ
い
の
創
生
を
ガ
ル
テ
ナ
ー
さ
ん
自
ら
が
発
し

て
、地
域
活
性
化
の
一
役
を
担
っ
て
く
れ
て
い
る
の
を
感

じ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

た
ち
と
の
親
戚
付
き
合
い
希
望
者
を
募
り
ま
す
が
、多
く

が
な
り
た
い
と
希
望
し
て
抽
選
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
ガ
ル
テ
ナ
ー
の
中
に
は
柿
や
り
ん
ご
、ブ
ド
ウ
な

ど
を
植
樹
し
て
立
派
な
果
実
に
し
て
食
す
人
や
色
々
な

花
木
を
観
賞
す
る
人
た
ち
も
い
て
、そ
う
し
た
木
々
が

年
々
成
長
し
て
く
る
と
必
然
的
に
剪せ

ん

定て
い

に
困
難
を
来
し

ま
す
。こ
の
場
合
、四
賀
む
ら
づ
く
り
の
社
員
が
シ
ル

バ
ー
隊
と
し
て
有
償
で
剪
定
作
業
を
請
け
負
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
域
住
民
と
ガ
ル
テ
ナ
ー
が
交
流
で
き
る
よ

う
毎
年「
開
園
祭
」「
夕
涼
み
会
」「
収
穫
祭
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。当
初
は
事
務
局
主
導
型
で
ガ
ル
テ
ナ
ー
は
客
と

し
て
参
加
す
る
よ
う
な
形
式
で
し
た
が
徐
々
に
参
加
率

が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
ど
う
し
た
も
の
か
と
思

案
し
た
結
果
、参
加
者
が
自
ら
企
画
運
営
す
れ
ば
必
ず
や

面
白
味
と
参
加
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た

の
で
す
。そ
し
て
、五
年
前
よ
り
ガ
ル
テ
ナ
ー
参
画
型
イ

ベ
ン
ト
に
変
更
し
て
い
き
ま
し
た
。一
三
〇
区
画
を
ラ
ン

ダ
ム
に
三
班
に
分
け
て
三
大
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か
ら
各

班
が
交
互
に
受
け
持
つ
形
で
す
。考
え
は
的
中
し
、今
で

は
、各
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
日
本
蕎
麦
の
食
べ
処
や
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、巨
大
た
ま
ご
焼
き
コ
ー
ナ
ー
、豚
汁
や
芋
煮

処
、松
茸
争
奪
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
多
彩
な
催
し
に
発
展

し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、都
市
に
住
む
ガ
ル
テ
ナ
ー
は
生
ま
れ
故
郷
が
北

は
青
森
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
広
い
範
囲
に
な
り

ま
す
の
で
、役
割
の
中
で
芋
煮
や
け
ん
ち
ん
汁
が
あ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
柄
の
味
付
け
や
幼
い
こ
ろ
の
お
ふ
く

ろ
の
味
と
も
い
え
る
想
い
が
一
挙
に
出
て
、班
長
の
ま
と

め
も
一
苦
労
あ
る
よ
う
で
す
。年
数
を
重
ね
る
ご
と
に
ガ

ル
テ
ナ
ー
同
士
の
建
設
的
な
競
争
も
で
き
て
、イ
ベ
ン
ト

は
に
ぎ
わ
い
の
基
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
ガ
ル
テ
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書評

　

古
沢
先
生
は
懸
命
に
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
れ
に

対
し
て
、子
ど
も
た
ち（
中
学
生
）は
突
っ
込
み
を
入
れ
る
。

「
そ
れ
っ
て
、ひ
ど
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」「
信
じ
ら
れ
な

い
！
」「
話
が
難
し
く
な
っ
て
な
い
？
」私
な
ん
か
は
、も
っ

と
突
っ
込
め
！ 

と
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
な
が
ら
読
ん

だ
が
、古
沢
先
生
は
冷
静
に
話
を
す
す
め
る
。案
外
こ
の

問
答
が
楽
し
か
っ
た
。

　

私
も
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。三
つ
だ
け

紹
介
し
よ
う
。食
事
の
と
き
に「
い
た
だ
き
ま
す
」と
言
う

の
は
、戦
前
か
ら
の
道
徳
教
育
に
よ
っ
て
普
及
し
た
と
い

う
の
は
初
耳
だ
っ
た
。

　

世
界
で
生
産
さ
れ
て
い
る
米
、小
麦
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
う
ち
、バ
イ
オ
燃
料
用
の
二
割
を
引
い
て
、世
界
中
の

人
に
平
等
に
分
配
す
る
と
一
人
あ
た
り
二
四
〇
㌔
グ
ラ

ム
に
な
る
。と
こ
ろ
が
日
本
人
は
三
七
〇
㌔
グ
ラ
ム
を
食

べ
て
い
る
そ
う
だ（
肉
類
も
餌
に
な
っ
た
量
を
計
算
し
て

い
る
）。し
か
し
、誰
も
食
べ
過
ぎ
だ
と
い
う
実
感
が
な
い
。

こ
れ
で
は「
鈍
感
じ
ゃ
な
い
？
」と
言
わ
れ
そ
う
だ
。

　

近
年
の
食
料
危
機
は
、投
機
マ
ネ
ー
が
食
料
相
場
に
流

れ
込
ん
で
、穀
物
価
格
の
上
昇
を
招
い
て
い
る
こ
と
が
原

因
で
あ
る
。金
融
市
場
の
規
模
は
一
二
七
〇
〇
兆
円
で
あ

る
の
に
対
し
て
、シ
カ
ゴ
穀
物
先
物
市
場
は
た
っ
た
数
兆

円
の
規
模
で
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、ち
ょ
っ
と
し
た
資
金

の
流
れ
で
大
き
な
影
響
が
出
る
は
ず
だ
。私
た
ち
は
こ
う

い
う
社
会
を
望
ん
だ
の
で
は
な
い
が
、責
任
は
あ
る
。

　

こ
の
本
は
食
べ
も
の
の
実
状
を
伝
え
な
が
ら
、食
べ
る

こ
と
を
考
え
さ
せ
る
本
だ
。本
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は「
あ

な
た
と
考
え
た
い
命
の
つ
な
が
り
あ
い
」で
あ
る
。私
が

考
え
に
沈
ん
だ
の
は
、次
の
よ
う
な
箇
所
で
あ
っ
た
。

　
「
私
た
ち
の
身
体
は
食
べ
る
こ
と
を
通
し
て
、生
き
も

の
と
そ
し
て
大
地・自
然
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」ま
っ
た
く

同
感
だ
。し
か
し
、子
ど
も
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。た
と
え
ば
卵
を
産
む
の
は
雌
鶏
だ
が
、

一
緒
に
産
ま
れ
た
雄
の
ヒ
ナ
は
全
部
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
古
沢
先
生
は
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
い
る
。そ
も
そ
も
、人

間
に
食
べ
ら
れ
る
た
め
に
、生
ま
れ
て
く
る
卵
っ
て
何
だ

ろ
う
か
。私
も
百
姓
と
し
て
、鶏
を
飼
育
し
て
い
る
が
、こ

ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

私
た
ち
は
考
え
な
く
て
い
い
生
活
・
人
生
に
浸
か
り
す

ぎ
て
い
る
。そ
の
こ
と
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
古
沢
先
生
は
、

語
っ
て
い
く
。命
は
生
き
生
き
と
優
し
く
、そ
し
て
辛
く

悲
し
く
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。い
つ
の
間
に
か
、現
代
社

会
は
大
き
く
転
換
し
て
し
ま
っ
た
の
に
、私
た
ち
は
変
化

の
正
体
を
考
え
、感
じ
る
こ
と
を
怠
っ
て
き
た
。そ
の
こ

と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
本
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

書
評

いま蘇る柳田國男の農政改革	 山下 一仁／著	 新潮社	 1,600円
農学が世界を救う！ 食料・生命・環境をめぐる科学の挑戦	   	 岩波書店	 820円
図解 知識ゼロからの現代漁業入門	 濱田 武士／監修	 家の光協会	 1,600円
農文協ブックレット 種子法廃止でどうなる？	 農文協／編	 農山漁村文化協会	 900円
林ヲ営ム 木の価値を高める技術と経営	 赤堀 楠雄／著	 農山漁村文化協会	 2,000円
小さい林業で稼ぐコツ 軽トラとチェンソーがあればできる　	 農文協／編	 農山漁村文化協会	 2,000円
農業のマーケティング教科書 食と農のおいしいつなぎかた	 岩崎 邦彦／著	 日本経済新聞出版社	 1,600円
実例でわかる漁業法と漁業権の課題	 小松 正之、有薗 眞琴／著	成山堂書店	 3,800円
亡国の漁業権開放 協同組合と資源・地域・国境の崩壊	 鈴木 宣弘／著	 筑波書房	 750円
種子が消えれば、あなたも消える 共有か独占か	 西川 芳昭／著	 コモンズ	 1,800円

タイトル	 著者	 出版社 定価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

読まれてます 三省堂書店農林水産省売店（2018年1月1日～1月31日・税抜）

普
段
は
意
識
し
な
い
命
の
つ
な
が
り

（平凡社・1,400円 税抜）

『
食
べ
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
と
考
え
た
い
命
の
つ
な
が
り
あ
い
』

古
沢 
広
祐 
著

宇
根 
豊

（
百
姓
・
思
想
家
）

生源寺 眞一、太田 寛行、
安田 弘法 ／編著
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認定農業者の皆さまへ

自主性と創意工夫を活かした
経営改善を応援します
経営改善に取り組む認定農業者の皆さまのさまざまなニーズにお応えします。

■スーパーL資金（農業経営基盤強化資金）

ご 利 用 い た だ け る 方

資金の使いみち

ご 融 資 条 件

ご留意いただきたい事項

農 地 な ど

施設・機械

果 樹 ・
家 畜 な ど

そ の 他 の
経 営 費

経 営 の
安 定 化

法 人 へ の
出 資 金

融 資
限 度 額

ご 返 済
期 間

利 率（ 年 ）

担 保 ・
保 証 人

認定農業者（農業経営改善計画を作成して市町村長の認定を受けた個人・法人）
※なお、個人の場合、簿記記帳を行っていること、または今後簿記記帳を行うことが条件となります。

農業経営改善計画の達成に必要な次の資金
ただし、経営改善資金計画を作成し、市町村を事務局とする特別融資制度推進会議の認定を受け
た事業に限ります。

取得のほか、改良・造成も対象となります。

農産物の処理加工施設、店舗などの流通販売施設も対象となります。

購入費、新植・改植費用のほか、育成費も対象となります。

規模拡大や設備投資などに伴って必要となる原材料費、人件費などが対象となります。

負債の整理（制度資金は除く）などが対象となります。

個人が法人に参加するために必要な出資金などの支払いが対象となります。

【個人】3億円（特認6億円）
【法人】10億円（特認20億円）
※このうち経営の安定化のための資金のご融資限度額は個人6,000万円（特認1億2,000万円）、
法人2億円（特認4億円）です。

25年以内（うち据置期間10年以内）

期間により異なる利率が適用されます。詳しくはお問い合わせください。

ご相談の上、決めさせていただきます。 

1. 審査の結果により、ご希望に沿えない場合がございます。
2. 上記以外にも資金をご利用いただくための要件などがございます。
	 詳しくは、事業資金相談ダイヤル（0120-154-505）または最寄りの日本政策金融公庫支店（農 
	 林水産事業）までお問い合わせください。
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インフォメーション

　
「
ぐ
ん
ま
農
と
食
の
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
」が
開
催
さ
れ
、株
式
会
社
ヤ
ッ
ホ
ー

ブ
ル
ー
イ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長
の
井

手
直
行
氏
が「
よ
な
よ
な
エ
ー
ル
流 

差

別
化
戦
略
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
ま
し

た
。

　

井
手
氏
は「
差
別
化
は
他
社
が
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
く
ら
い
行
う
」「
消
費
者
は
あ
り
ふ

れ
た
製
品
、サ
ー
ビ
ス
に
飽
き
て
い
る
」

な
ど
、独
自
戦
略
の
重
要
性
を
力
説
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
得
意
分
野
を
伸
ば

す
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。一
一
月
二
九

日
、於
：
前
橋
市
、参
加
者
：
公
庫
の
お
客

さ
ま
な
ど
一
〇
一
人　
　

  （
前
橋
支
店
）

　

お
客
さ
ま
で
あ
る
農
業
者
と
、食
品

企
業
の
相
互
交
流
を
目
的
と
し
た
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は「
集
落
営
農
法
人
」と「
新
規

就
農
者
」を
テ
ー
マ
に
分
科
会
を
設
け
、

株
式
会
社
ナ
カ
セ
農
園
代
表
取
締
役
の

中
瀬
進
吾
氏
に
よ
る
講
演
の
後
、意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、関
係
機

関
の
皆
さ
ま
に
も
登
壇
い
た
だ
く
全
体

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は「
分
科
会
で
は
少
人
数

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、よ
り
深
い
議
論
が

で
き
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。一
一
月
一
四
日
、於
：
福
井
市
、参
加

者
：
公
庫
の
お
客
さ
ま
な
ど
四
八
人

（
福
井
支
店
）

　

二
回
目
の「
農
林
水
産
事
業
交
流
会
」

を
開
催
。講
演
会
で
は
、株
式
会
社
農
業

総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
の
及
川
智
正

氏
が「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
魅
力
あ
る
農
産

業
の
確
立
」を
テ
ー
マ
に
、農
産
物
の
物

流
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
先
進
的
な
取
り
組
み

が
勉
強
に
な
っ
た
」「
背
中
を
押
さ
れ
る

ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
」「
今
ま
で
の
講
演
会

で
一
番
感
動
と
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
」

な
ど
、「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」と
の
回
答

が
九
割
を
超
え
、及
川
氏
も
交
え
た
意
見

交
換
会
も
盛
況
で
し
た
。一
一
月
三
〇
日
、

於：大
分
市
、参
加
者：ご
融
資
先
や
関
係

機
関
な
ど
一
〇
〇
人
超　

  （
大
分
支
店
）

　

奈
良
県
内
で
初
と
な
る「
畜
産
経
営

者
意
見
交
換
会
」が
開
催
さ
れ
、県
内
の

畜
産
経
営
者
一
〇
人
、関
係
機
関
と
し
て

近
畿
農
政
局
県
拠
点
、県
畜
産
課
な
ど

の
担
当
者
が
参
加
。現
状
の
畜
産
経
営

を
取
り
巻
く
環
境
や
課
題
に
つ
い
て
、情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

経
営
者
か
ら
は「
家
畜
排
せ
つ
物
の

集
中
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

て
ほ
し
い
」「
畜
産
経
営
を
す
る
た
め
の

用
地
が
確
保
し
づ
ら
い
」な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、関
係
機
関
か
ら
は
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ

や
県
内
畜
産
団
地
構
想
な
ど
の
情
報
提

供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。一
一
月
一
〇
日
、

於：奈
良
市
、参
加
者：公
庫
の
お
客
さ
ま

や
関
係
機
関
な
ど
二
〇
人 

（
奈
良
支
店
）

よ
な
よ
な
エ
ー
ル
の

組
織
変
革
に
学
ぶ

テ
ー
マ
別
の
分
科
会
が

参
加
者
に
も
好
評

農
産
物
物
流
の

講
演
会
が
盛
況

畜
産
経
営
の
環
境
や

課
題
に
活
発
な
意
見

チームビルディングプログラムにより組織変革を果
たした井手氏の講演会

中瀬氏による新規就農者分科会の講演

講演後、参加者からの質問に答える及川氏

畜産経営者から現在の課題が語られた意見交換会

交流会

交流会

意見
交換会

フォーラム



編集後記

同
一
商
品
の
生
産
者
が
多
く
、見
た
目

な
ど
の
差
別
化
が
工
業
製
品
の
よ
う
に

容
易
で
な
い
農
産
物
の
場
合
、産
地
の
要

素
が
重
要
で
す
。具
体
的
に
は
気
候
、風

土
、歴
史
的
背
景
の
特
性
と
い
っ
た
も
の

を
い
か
に
差
別
化
に
結
び
付
け
る
か
。生

産
者
個
々
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。地

域
、あ
る
い
は
国
レ
ベ
ル
の
連
携
で
強
固

な
ブ
ラ
ン
ド
を
築
け
る
か
、今
回
そ
の
意

義
を
考
え
ま
し
た
。　
　
　
　

 （
嶋
貫
）

座
談
会
、交
流
会
出
席
の
た
め
帯
広

を
初
訪
問
。広
大
な
農
地
に
触
れ
十
勝

の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
い
た
だ

く
な
ど
、十
勝
を
体
感
し
て
は
感
動
し

き
り
で
し
た
。座
談
会
で
は
、農
家
さ
ん

た
ち
が
強
い
団
結
力
を
持
っ
て
地
域
を

持
ち
上
げ
よ
う
と
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。特
集
誌
面
か

ら
、そ
の
様
子
と
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。　

  （
城
間
）

秋
の
運
動
会
の
朝
、母
は
い
つ
も
海の

苔り

巻
き
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。朝
は
、そ

の
端
っ
こ
を
頬
張
り
登
校
し
た
も
の
で

す
。昼
に
は
お
重
に
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ

た
海
苔
巻
き
を
家
族
と
一
緒
に
校
庭
で

食
べ
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、青
く
て
酸
っ
ぱ

い
ミ
カ
ン
も
。慌
た
だ
し
く
過
ご
す
毎
日
、

コ
ー
ル
ド
レ
イ
ク
先
生
の
エ
ッ
セ
イ
が
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
安

ら
ぎ
を
感
じ
る
食
べ
物
は
？　

  （
小
形
）

埼
玉
・
秩
父
は
祖
父
母
の
出
身
地
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
く

遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。羊
山
公
園
も

何
度
も
訪
れ
て
い
る
の
に
、緬
羊
発
祥
の

碑
が
あ
っ
た
と
は
！ 

今
号
の「
耳
よ
り
な

話
」、字
数
の
都
合
で
碑
文
を
一
部
割
愛
し

て
い
ま
す
が
、全
文
を
読
む
と
当
時
の
営

農
者
の
方
々
の
ヒ
ツ
ジ
に
懸
け
る
熱
い
想

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。芝
桜
の
季
節
、ぜ

ひ
こ
の
碑
も
探
し
て
み
て
は
。   （
前
島
）

■編集
　鴫谷 元　　　嶋貫 伸二　　清村 真仁
　柴崎 勇太　　城間 綾子　　小形 正枝　
　前島 幸子
■編集協力
　青木 宏高　　牧野 義司

■定価　514円（税込）
ご意見、ご提案をお待ちしております。
巻末の児童画は全国土地改良事業団体連合会 

　主催の「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 
　の入賞作品です。

■販売
　株式会社日本食糧新聞社
　〒105-0003　東京都港区西新橋2-21-2
　第一南桜ビル
　Tel．03（3432）2927
　Fax．03（3578）9432
　ホームページ　
　http://info.nissyoku.co.jp/koudoku/
　お問い合わせフォーム　
　http://info.nissyoku.co.jp/modules/form_mail/

■印刷　凸版印刷株式会社

■発行
　（株）日本政策金融公庫　農林水産事業本部
　Tel. 03（3270）2268
　Fax. 03（3270）2350
　E-mail　anjoho@jfc.go.jp
　ホームページ　https://www.jfc.go.jp/

♠
一
月
号
特
集『
農
業
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ブ

時
代
』の
、柏
木
智
帆
さ
ん
の「
顧
客
獲
得

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
」を
興

味
を
も
っ
て
拝
読
し
ま
し
た
。

　

農
業
と
い
え
ば
、昔
な
が
ら
の
方
法
で

生
産
・
販
売
を
行
う
の
が
一
般
的
で
し
た

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
到
来
で
、

そ
れ
を
活
用
し
た
若
い
世
代
ら
し
い
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
行
さ
れ

た「
井
上
農
場
」に
拍
手
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
最
大
限

活
用
し
て
個
人
客
を
が
っ
ち
り
つ
か
ん

で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
現
代
的
で
す
。情
報
化
社
会
の
中
、雑

誌
な
ど
を
見
た
個
人
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
、

農
業
生
産
者
は「
お
取
り
寄
せ
」な
ど
直

接
取
引
で
販
路
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

メール配信サービスのご案内

　日本公庫農林水産事業本部では、メール配
信による農業・食品産業に関する情報の提供を
しています。メール配信サービスの主な内容は次
の4点です。

①日本公庫の独自調査（農業景況調査、食品
産業動向調査、消費者動向調査など）結果

②公庫資金の金利情報や新たな資金制度の
ご案内、プレス発表している日本公庫の最新
動向

③農業技術の専門家である日本公庫テクニカ
ルアドバイザーによる農業・食品分野に関する
最新技術情報「技術の窓」

④日本公庫が発行する『ＡＦＣフォーラム』『アグ
リ・フードサポート』のダウンロード

　メール配信を希望される方は、日本公庫のホー
ムページ（https://www.jfc.go.jp/n/service/
mail_nourin.html）にアクセスしてご登録くださ
い。　　　　　　　　 　　　（情報企画部）

　

農
業
従
事
者
が
今
ま
で
の
慣
習
に
と

ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み
を
す
れ
ば
、新
し

い
農
業
形
態
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、挑
戦
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。　
（
広
島
県
広
島
市　
亘 

幸
男
）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に
向
け

た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の
広
場
」に
掲
載

し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で
す
が
、誌
面
の
都
合

上
、編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

掲
載
者
に
は
、薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫　

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇
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国産にこだわり 
農と食

をつなぎます。

8月22日/23日

第13回 アグリフード EXPO 東京 2018
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会

10:00～17:00 10:00～16:00

会場

日時 主催
水 木

東京ビッグサイト 東4ホール
日本政策金融公庫



2018

特 集

1
を
1
0
0
に
変
え
た
連
携
力

■
AFCフ

ォ
ー

ラ
ム

　
平

成
30年

3月
1日

発
行（

毎
月

1回
1日

発
行

）第
65巻

12号（
811号

）
■

発
行

／（
株

）日
本

政
策

金
融

公
庫

 農
林

水
産

事
業

本
部

　
〒

100-0004 東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-9-4　
Tel.03（

3270）2268
■

販
売

／
株

式
会

社
 日

本
食

糧
新

聞
社

　
〒

105-0003 東
京

都
港

区
西

新
橋

2-21-2 第
一

南
桜ビ

ル
　

Tel．03（
3432）2927　

■
定

価
514円

　
本

体
価

格
476円

●次代に継ぐ

https://www.jfc.go.jp/

3

『おじいちゃんのいちご』花井 彩葉　栃木県宇都宮市立横川西小学校



AFCフォーラム 読者アンケート（2018年3月号）
「AFCフォーラム」をご愛読いただきまして、ありがとうございます。本誌をより充実させるために、

アンケートにご協力をお願いいたします。このままFAXか郵送でお送りください。

観天望気

変革は人にあり
主張・多論百出

耳よりな話
まちづくりむらづくり
書　評

情報戦略レポート
農と食の邂逅
フォーラムエッセイ

経営紹介
和牛日本一を手に「チーム鹿児島」の悲願
海外市場の要求はオールジャパン農産物
誌上戦略会議「フードバレーとかち」

特集

お名前（フリガナ）

ご住所 〒 ―

性　別

男性
歳女性

年　齢 職　業

記事区分頁 頁 記事区分良かった 良かったどちらとも
いえない

どちらとも
いえない良くなかった 良くなかった

2

3

7

11

15

19

22

23

25

27

30

31

34

―tel. ―

FAX  03-3270-2350扌 扌

【お問い合わせ先】 日本政策金融公庫農林水産事業本部　情報企画部情報サービスグループ
電話 03-3270-2268、 E-mail anjoho@jfc.go.jp

1 掲載記事について、内容はいかがでしたでしょうか？（○をご記入ください）

2 AFCフォーラムで取り上げてほしい特集テーマがありましたら、ご記入ください。

3 本誌への感想や農林漁業の発展に向けたご意見などを200字程度でお寄せください。
選定の上、本誌「みんなの広場」に掲載させていただきます。
掲載の場合には薄謝を進呈いたします（匿名での投稿はご遠慮ください）。
なお紙面の都合上、編集させていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

AFCフォーラム編集部宛

ご協力ありがとうございました。


